
2 0 1 8 年 ９ 月 ５ 日  

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 183 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 

 

【不適合関係】 

・８月 30 日  １号機 非常用ディーゼル発電機の定期試験中の手動停止について 

（公表区分：Ⅲ）                      〔P.２〕 

・９月 ４日 ５号機 海水熱交換器建屋（非管理区域）における海水の漏えいに 

ついて（公表区分：Ⅲ）                                       〔P.４〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ ８月 ９日 ケーブル敷設に係る調査、是正状況について          〔P.７〕 

・ ８月 ９日 防火区画貫通部の調査、是正状況について           〔P.８〕 

・ ８月 ９日  柏崎刈羽原子力発電所安全対策工事 竜巻対策について     〔P.10〕 

・ ８月23日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.13〕 

・ ８月27日 原子力防災訓練に関する改善計画の提出について        〔P.18〕 

 

【その他】 

・ ８月 10 日 「原子力安全改革プラン進捗報告（2018 年度第１四半期）」について                

                                   〔P.46〕 

・ ９月 ５日 コミュニケーション活動の報告と改善事項について 

（８月活動報告）                       〔P.49〕       

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・ ９月 ５日 福島第一原子力発電所の汚染水について            〔別紙〕 

 

 

 

以 上 

 

 

 
＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2018 年 8 月 30 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 １号機 

件名 非常用ディーゼル発電機の定例試験中の手動停止について 

不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

2018年 8月 30日 14時 30分、1号機原子炉建屋地下 1階非常用ディーゼル発電機（Ｂ）

室（非管理区域）において、非常用ディーゼル発電機＊（Ｂ）を定例試験のために起動し

確認運転を実施していたところ、15 時 16 分に異音が発生するとともに、発電機の出力

が定格出力 6,600ｋＷから 0ｋＷに低下したため、非常用ディーゼル発電機（Ｂ）を手動

停止しました。 

 

現在、事象の発生原因を調査中です。 

 

1 号機の非常用ディーゼル発電機は、安全上重要な機器に該当しますが、現時点におい

て保安規定に基づく機能要求台数は、他の 2 台にて満足しています。 
 

 
なお、今回の不具合による外部への放射能の影響はありません。 
 
 

＊ 非常用ディーゼル発電機 

所内電源喪失時に所内へ電源を供給するためのディーゼルエンジン駆動の非常用発電機。 
 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
□ 法令報告不要 
■ 調査・検討中 

対応状況 

 

 

当該の非常用ディーゼル発電機について外観点検を実施し、原因を特定するような異

常のないことを確認しております。 

今後、原因究明のための詳細点検を実施してまいります。 
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柏崎刈羽原子力発電所１号機 原子炉建屋 地下１階 

１号機 非常用ディーゼル発電機の定例試験中の手動停止について 

  

  

  

発生場所 
（ 非常用ディーゼル発電機（Ｂ）室 ） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 
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2018年 9月 4日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 5号機 

件名 海水熱交換器建屋（非管理区域）における海水の漏えいについて 

不適合の 

概要 

 

2018年 9月 4日午前 10時 14分頃、5号機海水熱交換器建屋地下１階にお

いて、当社社員が原子炉補機冷却海水系＊の水抜き作業をおこなっていたとこ

ろ、同建屋地下 2 階（非管理区域）の床に設置している排水設備 7 箇所より

海水が約 300リットル漏れていることを確認しました。 

原子炉補機冷却海水系の水抜き弁の閉操作を実施したことにより午前 10時

16分に漏えいは停止しております。 

 

本事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

 ＊原子炉補機冷却海水系 

  原子炉建屋にある補機（ポンプの軸受等）に供給する冷却水を間接的に海水で 

冷却する系統 

    

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

漏えいした海水については、排水処理および清掃を完了しております。 

今後、漏えいの原因について調査を行い、再発防止対策を検討してまいり

ます。 
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柏崎刈羽原子力発電所５号機 海水熱交換器建屋 地下２階 

５号機 海水熱交換器建屋（非管理区域）における海水の漏えいについて 

  

  

  

 

発生場所 
（ タービン補機冷却水ポンプエリア ） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 
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５号機 海水熱交換器建屋海水漏えいイメージ図

排水設備７箇所から漏えい

Ｂ１Ｆ

Ｂ２Ｆ

原子炉補機冷却海水系

水抜きのため

弁開操作

排水升

５号機海水熱交換器建屋 6



【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 

（お知らせメモ） 

ケーブルの敷設に係る調査、是正状況について 

 

2018 年 8 月 9 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社では現在、１～５号機について、現場ケーブルの調査、是正を進めております。  

調査、是正状況については、以下の通りです。 

 

前回の公表（2018 年 7 月 12 日）以降、区分跨ぎケーブル数や是正数に変更はありま

せん。 

 

当社は、引き続き調査、是正を進めていく中で確認された区分跨ぎケーブルは、適宜、 

是正を行ってまいります。 

 

 

【現場ケーブルトレイの調査、是正状況】       2018 年 8 月 8 日現在 

号機 区分跨ぎケーブル数 是正数 
調査・是正の 

進捗状況 

１号機 448 本（448 本） 437 本（437 本） 調査中 

２号機 139 本（139 本） 139 本（139 本） 調査中 

３号機 70 本（70 本） 68 本（68 本） 調査中 

４号機 134 本（134 本） 134 本（134 本） 調査中 

５号機 376 本（376 本） 376 本（376 本） 調査中 

（ ）内は、前回 2018 年 7 月 12 日公表の数 

 

 

＜参考＞ 

【1～7 号機（中央制御室床下+現場ケーブルトレイ）区分跨ぎケーブル数と是正数の合計】 

2018 年 8 月 8 日現在の区分跨ぎ 

ケーブル数の合計 
2,670 本（2,670 本）※ 

2018 年 8 月 8 日現在の区分跨ぎ 

ケーブルの是正数の合計 
2,657 本（2,657 本）※ 

（ ）内は、前回 2018 年 7 月 12 日公表の数 

※ 現在、1～5 号機の現場ケーブルの調査、是正を継続しているため、今後区分跨ぎ 

  ケーブル数、是正数の合計が変わる可能性がある 

 

 
以 上 
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（お知らせメモ） 

防火区画貫通部の調査、是正状況について 

2018 年 8 月 9 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 当所では、現在１～7 号機およびその他共用施設等の防火区画の貫通部について、調査、

是正を進めております。 

  

 前回の公表（7 月 12 日）以降、2 箇所(7 号機)の防火処置未実施箇所を確認しまし 

た。当該箇所については、準備が整い次第是正いたします。 

 

 調査、是正状況については以下の通りです。 

【調査、是正状況】                     2018 年 8 月 8 日現在 

号機 調査状況 
調査 

進捗率 

防火処置 

未実施箇所数※１ 

未実施箇所の内 

是正実施済箇所数※１ 

１号機 準備中 － 19※２ 19※２ 

２号機 準備中 － 4 4 

３号機 準備中 － － － 

４号機 準備中 － － － 

５号機 準備中 － 2 2 

６号機 調査中 20％ 1 1 

７号機 調査中 50％ 2 0 

その他 調査中 15％ 0※２ 0※２ 

計   28 26 

注記：下線は前回 2018年 7 月 12日公表からの更新箇所。 

その他は補助ボイラー建屋、防護本部建屋、事務本館、サービスホール等。 

以下の共用施設については、それぞれの代表号機である 1,3,5,6号機に含めて集計。 

１号機：1,2号機サービス建屋、1～4 号機洗濯設備建屋、1～4 号機焼却建屋 

   ３号機：3,4 号機サービス建屋 

   ５号機：5～7号機洗濯設備建屋、5～7号機焼却建屋 

   ６号機：6,7 号機サービス建屋、6,7 号機廃棄物処理建屋 

※１ 2018 年 3月 22 日までにお知らせした箇所数を含む 

   なお、2号機については 2017 年 7月に確認された 2箇所を含む 

※２ 2018 年 3月 22 日にお知らせした、その他共用施設等の 7箇所（1,2号機サービス建屋 3箇所、

1～4 号機洗濯設備建屋 4箇所）については、１号機施設とする 

 

 

以 上 

8



防火処置未実施箇所

７号機 タービン建屋１階 熱交換器エリア（非管理区域）

添付資料

取水槽のベント管① 取水槽のベント管②

防火処置未実施箇所 防火処置未実施箇所
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柏崎刈羽原子力発電所の安全対策工事
竜巻対策について

2018年8月9日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

新規制基準における竜巻対策に係る要求および基本方針について

１

竜巻発生時に必要となる安全機能を有する設備等の防護のため、以下２つの観
点から竜巻対策を講じる必要がある。

（設計竜巻の最大風速９２m/sに耐える対策を講じていく）

飛来物化し影響を及ぼす恐れのある資機材、重大事故等対処設備等に対して
固縛、または離隔等の対策を講じる。また、竜巻発生時に作業を行っている
資機材、車両等のうち、影響を及ぼす恐れがあるものについては、固縛、ま
たは退避等の対策を講じる。【飛散防止対策】

防護対象となる設備を内包する建屋等に対して、想定する竜巻によって損壊

し、防護対象へ影響を及ぼすことを防止するため、開口部や脆弱部の補強等

の対策を講じる。【防護対策】

竜巻対策は「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基
準に関する規則（通称；設置許可基準）」の第6条（外部からの衝撃に対する
損傷の防止）、43条（重大事故等対処設備）に基づき対応を実施する必要が
ある。

新規制基準要求事項

基本方針
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【飛散防止対策】現場写真

２

飛来物化する恐れのあるマンホールの蓋の固定対策実施状況

マンホール固縛写真
貼り付け予定

（また、飛来物化する恐れのある緊急車両等について固縛対策を検討中）

【防護対策】現場写真

３

対策前
対策後

飛来物から使用済燃料プールを守るためブローアウトパネル＊内側に防護ネットを設置

７号機原子炉建屋
ブローアウトパネル

＊：主蒸気管破断事故時に開放し原子炉建屋内の異常な圧力上昇を防止すること、
および、原子炉建屋原子炉区域の負圧維持のため閉止状態を維持することが
求められる設備。
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【防護対策】現場写真

４

対策後

対策前

飛来物から空調機器を守るため空気取り入れ口等の外側に厚さ２５０ｍｍ以上
のコンクリートフードを設置

６号機コントロール建屋
中央制御室再循環送風機室
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原子力防災訓練に関する改善計画の提出について 
 

2018 年 8 月 27 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
 

本日、当社は 2018 年度の原子力防災訓練に向けた改善計画を原子力規制委員会に

提出いたしました。 
 

原子力防災訓練については、有事に備え各要員がしっかりと対応できるよう継続的

に訓練を実施しておりましたが、2017 年度原子力防災訓練における原子力規制庁の

評価結果を踏まえ、ツールや体制の整備、各要員の力量の確保といった改善計画を検

討してまいりました。 
 

今後、あらゆる場面において、緊急時対応にあたる全ての要員が、しっかりと対応

できるよう、多様なシナリオによる訓練を重ね、新たな改善に繋げていくことで、有

事における対応能力の向上を図り、地域の皆さまにご安心いただけるよう取り組んで

まいります。 
 

【改善計画の概要】 

 有事の際の対応能力向上を図ることを目的に、2017 年度原子力防災訓練における

原子力規制庁の評価に対する改善策に加え、原子力規制庁による評価が開始された

2015 年度以降、改善が進まなかった原因および改善策を策定いたしました。それぞ

れの改善策は以下の通りになります。 
 

１）2017 年度原子力規制庁評価に対する改善策 

   ・ベストプラクティスの構築および水平展開 

   ・体制の改善 

   ・知識・能力の改善 
 

２）原子力規制庁評価が開始以降、改善が進まなかったことに対する改善策 

   ・本社と発電所間のホットラインの専任化等の情報流通体制の構築 

   ・改善が評価される仕組みを導入 

   ・継続的な改善に向けた経営層によるメッセージ発信 
 

以 上 
 

添付資料 

・緊急時対応改善計画 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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平成３０年８月２７日 

東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

 

緊急時対応改善計画 

 

はじめに 

 

 平成 30年 3月 2日、柏崎刈羽原子力発電所において、原子力規制庁の評価（評価が高い

順に A,B,C で評価）を受ける防災訓練を実施いたしました。その評価結果は 7 月 2 日の原

子力規制庁による訓練報告会において公表され、柏崎刈羽原子力発電所は全 9 項目のうち、

5 項目で A、3 項目が B、1 項目が C という結果となりました。また、その結果は、原子力

規制委員会へ 7月 25日に報告され、委員から「福島第一原子力発電所事故を起こした東電

が低い評価となったのは許しがたい」などの厳しいご意見をいただきました。 

  

 当社は、福島第一原子力発電所の事故を受け、平成 25 年 3 月 29 日に原子力安全改革プ

ランをとりまとめ、「安全意識」「技術力」「対話力」の向上の観点から、6 つの対策を講じ

てきました。 

 

 その対策の 1つが「発電所および本社の緊急時組織の改編」となります。福島第一原子力

発電所事故で現場対応が混乱した要因は、 

 ・指揮命令系統が不明確であったこと 

 ・情報共有が円滑に行えなかったこと 等 

が原因と分析し、米国の消防組織等で導入されている Incident Command System (ICS)に

倣い、緊急時組織を改め、実際に有効活用できるよう、訓練を積み重ねていくこととしてお

りました。 

 

このような状況のもと、3年前から原子力規制庁による事業者訓練の評価が始まりました

が、当社は「即応センターと ERCプラント班との情報共有」の項目について、A評定を一

度もとることができず、現在に至っております。 

 

当社は、福島第一原子力発電所事故の当事者として、原子力安全改革プランに立ち返り、

社外関係機関へ必要な情報を的確かつ円滑に伝えていくことの必要性・重要性を十分に認識

し、原子力規制庁の評価結果を重く受け止め、着実に改善を進めていかなければならないと

考えております。 

 以上を踏まえ、改善計画を取りまとめご報告いたします。 
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目 次 

 

１．平成 29年度の原子力規制庁評価の指摘と改善策 

 

（１）平成 29年度の原子力規制庁評価を踏まえた課題 

 

（２）改善の方向性 

 

（３）改善策の具体的事項 

 

 

２．規制庁評価開始以降に改善が進まなかった推定原因と改善策 

 

 

３．改善スケジュール 
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１．平成 29年度の原子力規制庁評価の指摘と改善策 

（１）平成 29年度の原子力規制庁評価を踏まえた課題の整理 

福島第一、福島第二、柏崎刈羽の規制庁評価結果を踏まえ、根本原因分析（添付資

料１参照）を行い、原因の洗い出しを行った。その上で、以下の通り、挙げられた原

因について体制、知識・能力、手順、ツールに分類・整理した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体制については、「役割の兼務」や「各組織間の連携」に課題があることから、これ

らに対して改善策を立案する。 

また、知識・能力については、情報の発信、聞き取り、ERC への説明、質問回答、

リエゾンの補助など、一連の情報の流れ全体において課題があることから、個々のプ

ロセスの知識・能力の向上のための対策、または、その知識・能力を有する要員を当

知識・能力 

【発電所】 

・通報文作成：25条報告で内容確認をしたが、様式を

間違え、その後も誤植を発見できなかった 

【本社】 

・聞き取り：炉心損傷の判断に関する情報などの発話

情報を聞き間違えた（1人で聞き取り） 

・ERCへの説明：重要パラメータ（MP等）の発言が

無く、かつ、早口等により発話が聞き取りづらい 

・質問回答：技術的な質問の回答に時間を要し、戦略

の説明をせず、事象の断片的な説明に終始した 

・リエゾンの説明：ERCリエゾンが積極的に即応セン

ターの説明を補助せず、説明内容も不明確であった 

 

手 順 

【発電所】 

・手順の共有：PCVベントチェックシー

トが本社と共有されておらず、内容把

握に時間を要した 

・ERSS故障時の対応：バックアップツ

ールのデータ更新に時間がかかり、重

要なデータでも 15分と長かった 

【本社】 

・説明方針：COP の所長承認を待って説

明することに拘りすぎ、戦略を随時説

明することができなかった 

・中長期復旧戦略：事前に様々な場合を

想定した復旧戦略が検討できておら

ず、ERCへの回答に時間を要した 

・本社と発電所の連携：発電所の発話を

流すための音声切り替えのタイミング

が共有できていなかった 

・EAL の説明：EAL の説明に関する詳

細運用が定められていなかった 

 

体 制 

【発電所】 

・役割の兼務：発電所への本社からの問合せ窓口が、

本社への通報対応も兼務し、業務量が集中した 

【本社】 

・役割の兼務：ERSS の確認業務と、発電所の発話の

聞き取り業務を兼務したため、ERSS 等のデータ確

認が遅れた 

・本社内各班の連携：官庁連絡班が、他班で作成・整

理した情報を活用できなかった 

・発電所からの情報入手：通報文と発電所の発話との

齟齬を確認するルールがなかった 

・COP記載：ERC プラント班への説明者が、COP等

の情報をタイムリーに把握・説明できなかった 

 

ツール 

【本社】 

・ERCからの質問対応：QAツールに不

具合が生じ、書類の運用となったがう

まく対応できなかった 
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該プロセスに配置するといった改善策を立案する。 

なお、手順については、個々の原因に対して対策を立案した上で、その対策を関係

者が共有できるようにする。また、ツールについては、項目が少ないことから、個別

に対応する。（具体的には添付資料２参照） 

 

（２）改善の方向性 

根本原因分析と原因の分類・整理を踏まえ、以下を改善の方向性として進める。 

 

① ベストプラクティスの構築および水平展開 

 各班の中で役割に応じた力量の高い要員を集め熟練チームを編成 

 その要員が繰り返し訓練を行い、緊急時対応を円滑に進めることができる体制

を構築 

 熟練チームの力量を各機能班の別の要員に水平展開（熟練チームによる訓練評

価） 

 

② 体制の改善 

 緊急時対応を円滑に進めるための責任が曖昧にならないよう、班単位ではなく

班の中の個人の役割を予め設定 

 班内の要員間、各組織間での連携が円滑に進むよう、連携の状況を俯瞰的に確

認し、是正する役割を持つ要員を設定（その役割を担う者から改善依頼があっ

た場合、関連する要員はその依頼に従って対応） 

 情報共有を円滑に行うための COPの改善・標準化 

 

③ 知識・能力の改善 

 一連の情報の流れの全体に対して課題が確認されたことから、本社・発電所各

班で不足する力量を洗い出して力量向上策を実施 

 特定の知識・能力が必要なプロセスに対して、その知識・能力を有する要員を

当該プロセスに追加配置 

 

 

（３）改善策の具体的事項 

 改善の方向性を踏まえ、有事における対応力を強化するため、以下の通り継続的な改善

策に取り組み、安全性向上に努めていく。 

 

①ベストプラクティスの構築および水平展開 

  a.熟練チームの編成と繰り返し訓練の実施 

 各班の役割に応じて、必要な知識を持った要員を選抜した熟練チームを、本社・発

電所ともに編成する。 
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 ベースとなる知識を有する熟練チームにおいて、緊急時対応業務に慣れるために、

訓練を繰り返し行う。 

訓練は、短時間で必要に応じて立ち止まって確認しながら実施するドリル（情報共

有を主眼とした一部関係班（官庁連絡班等）により実施）と、一連の流れを通して

行う全班による総合訓練の 2種類について、それぞれ狙いを定めて実施する。 

 

各ドリルと総合訓練の計画と狙い 

訓練の種類 実施日 対象 狙い 

ドリル 1 
8/7 

実施済 
本社 

EALに関する情報、事故・プラントの状況に

関する情報フローの確認 

ドリル 2 
8/16 

実施済 
本社 

事故収束対応戦略（戦略の進捗含む）に関す

る情報フローの確認 

総合訓練 
8/17 

実施済 

本社 

柏崎刈羽 

ドリル1,2およびERCプラント班からの質問

への回答に関する情報フローについて、発電

所と本社全班で実施する総合訓練で確認 

総合訓練 
8/20 

実施済 

本社 

柏崎刈羽 

情報フローを、発電所と本社全班で実施する

総合訓練で確認 

ドリル 3 
8/24 

実施済 
本社 

模擬データにより ERC リエゾンも含め ERC

（ダミー）への説明を主眼に実施。 

ドリル 4 8/下 
本社 

ERC 

ERC にも参加頂き、ERC への説明を主眼に

実施。（ERSSは使用しない） 

ドリル 5 9/上 本社 
情報フローFIX版で、ERCに対し必要事項を

確実に説明できることを確認する習熟訓練 

総合訓練 9/中 
本社 

柏崎刈羽 

改善してきた内容について総合訓練で本社・

発電所の連携も含めて確認 

総合訓練 9/下 

本社 

柏崎刈羽 

ERC 

ERCにも参加頂き、改善してきた内容につい

て総合訓練で確認 

ドリル 6 9/下 
本社 

柏崎刈羽 
これまでの訓練で確認された弱点の重点訓練 

事業者防災

訓練 
10/2 

本社 

柏崎刈羽 
原子力規制庁により評価が行われる訓練 

 

  b.熟練チームによる訓練評価 

 熟練チームの緊急時対応の練度を高めた上で、その他の要員の訓練を行い、それを

熟練チームが評価することで、全体の力量の向上を図る。 
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②体制の改善 

  a.個人の役割を予め設定 

 

   問題点：（役割の兼務）発電所では、発電所への本社からの問合せ窓口が、本社への

通報対応で兼務したため、業務量が集中し、NRA からの質問に適確に対応

できなかった。また、本社では、ERSSの確認業務と、発電所の発話の聞き

取り業務を兼務したため、ERSS等のデータ確認が遅れた 

 

改善策：発電所や本社の情報の流れの核になる役割を担う者が、その役割に集中する

ことができるよう、発電所の問合せ窓口となるホットライン役、および発電

所の発話の聞き取り役を専任とする。 

加えて、以下の情報の流れに関して、各班個人の役割を明確化（以下の情報

の流れを個人単位で明確化）し、情報の流れを抜けなく行うことができる体

制を構築する。 

 EALに関する情報 

 最初の SE/GE発生時 

最初の 10 条事象、15 条事象に関する当直長の EAL の条件成立

の連絡（電話）をもとに、発電所の号機班長が発話し、発電所本部

長が判断。これらの発話を、本社情報班が聞き取り、EAL判断シー

トを作成し、当該シートの内容を本社副本部長へ説明。あわせて本

社計画班が副本部長へ目標設定会議 COP を手渡しするとともに以

降の戦略を説明。副本部長は、10 条確認会議または 15 条認定会議

に出席 

 AL発生時、上記以降の SE/GE発生時 

EALに関する号機班の発話や発電所本部長判断の発話を、官庁連

絡班が聞き取り、連絡メモを作成。メインスピーカへ手渡し、メイ

ンスピーカが ERCへ説明 

 通報連絡用紙の送付 

発電所本部長が判断した EAL に関して、発電所通報班が通報用

紙を作成し、本社を含む関係機関へ FAX で通報。官庁連絡班が受

領し、本部および各班へ配布（本部長・副本部長・コマンダーへは

本部付から配布） 

 事故・プラントの状況 

 適宜の状況説明 

発電所の当直や復旧班からの現場状況を、発電所の号機統括が発

話し、官庁連絡班が聞き取り、連絡メモを作成。メインスピーカへ

手渡し、メインスピーカが ERCへ説明 
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 定期的な全体状況説明 

号機班が定期的に設備状況シートを作成。ERC リエゾン経由で

ERCへ渡すとともに、官庁連絡班が変更点を口頭で説明。発電所計

画班が作成する発電所目標設定会議 COP を、メインスピーカが適

宜確認し、今後の戦略を定期的にまとめて ERCに説明 

プラント系統概要図は設備状況シートと連動して自動作成。官庁

連絡班が打ち出してメインスピーカが ERC へ説明。設備状況シー

トが作成される前は、官庁連絡班が手書きで作成し、メインスピー

カが説明。その際の手書きにあたって、書画カメラの写り方を踏ま

えてペンの色等の記載ルールを設定 

 ERSS故障時のプラントデータの説明 

ERSS が機能しているときは、官庁連絡班に映し出される ERSS

を用いて、メインスピーカが ERCへ説明 

ERSS 故障時は、社内ネットワーク上にあるバックアップツール

に SPDSや当直によるデータの読み取り値を号機班が入力。これを

官庁連絡班が確認・印刷して、メインスピーカが ERCへ説明 

 事故収束対応戦略（戦略の進捗含む） 

 定期的な戦略確認または戦略変更時 

号機統括の発話や発電所計画班の進展予測をもとに、目標設定会

議 COP を発電所計画班が記入（発電所計画班の記入が遅れる等の

状況に応じて、本社側の情報共有のため情報班が目標設定会議 COP

を手書きで記入）。官庁連絡班がモニタで確認・印刷し、メインスピ

ーカが ERCへ説明 

 原子炉注水停止や格納容器圧力上昇時 

発電所計画班が「重大な局面シート」を作成。官庁連絡班は当該

シートを印刷し、メインスピーカが ERCへ説明 

 ERCからの質問への回答 

 本社内での回答確認 

官庁連絡班が QAチャットシステムにより本社各機能班を指定し、

問い合わせ。各機能班からの回答をもとに、官庁連絡班のメインス

ピーカが ERCへ回答 

 本社-発電所間ホットラインによる回答確認 

官庁連絡班のメインスピーカが、口頭で本社ホットラインに質問

事項を伝達。本社ホットラインから電話で発電所ホットラインへ伝

え、発電所内で回答を確認。発電所ホットラインは、電話で本社ホ

ットラインへ回答を伝達し、その結果をもとに官庁連絡班のメイン

スピーカが ERCへ説明 
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  b.連携を担う要員の設定 

 

   問題点：（本社内各班の連携）官庁連絡班が、他班で作成・整理した情報を活用でき

なかった 

（発電所からの情報入手）通報文と発電所の発話との齟齬を確認するルール

がなかった 

 

   改善策：官庁連絡班のメインスピーカに、情報が不十分な状態でインプットされるこ

とを防ぐため、官庁連絡班と他班との連携も含め、全体を俯瞰して情報を確

認する要員を官庁連絡班内に配置する。ERCへの説明内容に問題があった場

合、官庁連絡班・他班の情報の流れを再確認・訂正する役割を付与する。 

あわせて、より高い立場で官庁連絡班、計画班、情報班の連携に対してガバ

ナンスを利かせるために、官庁連絡班を計画・情報統括の傘下に配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  c.COPの改善・標準化 

    

   問題点：（COP記載）ERCプラント班への説明者が、COP等の情報をタイムリーに

把握・説明できなかった 

 

改善策：COPでの説明を容易にするために、かつ、訓練直前での COP様式の変更に

伴って使用方法がわからなくなる状況を排除するために、プラントの復旧状

況や戦略の確認・周知等に使用する COPを、ベンチマークに基づいて改善・

標準化する（具体的な COPの内容案は添付資料３に示す）。 

 東北電力が使用する「重要な局面シート」が非常にシンプルで分かりや

すかったことから、当該シートを導入 

 中部電力が使用する「EAL判断シート」を EAL判断の間違い防止のた
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めに導入 

 発電所の目標設定会議 COPは、戦略の完了時間や TAF予測等の記載が

フリーフォーマットとなっていたことから、確実に記入するようフォー

マットを定型化。また、入力しやすいように記号入力箇所は選択式に変

更 

 プラント系統概要図を記号の記載方法の変更や注水を高圧・低圧で分け

る等、説明しやすいように改良 

 設備状況シートを説明する際、書画では見えにくいことから、ERC で

ERCリエゾンが当該シートを打ち出し、双方で確認する運用に変更 

 

③知識・能力の改善 

a.力量を向上させるための教育等 

 

問題点：（通報文作成）25 条報告で内容確認をしたが、様式を間違え、その後も誤植

を発見できなかった 

 

改善策：通報文作成の力量が不足していたことを踏まえ、通報文作成以外の緊急時対

応業務も含めて、力量不足の有無を確認し、それぞれの班で熟練チームのメ

ンバーを中心に力量向上に必要な教育等を行う。（例：メインスピーカによる

発話集に基づく発話の個別訓練、各種通信機器の扱いに関する教育、EALに

関する教育、力量を補完するツールの設定等各班の対策内容を添付資料４に

示す） 

 

b.知識・能力を有する要員の追加配置 

 

問題点：（聞き取り）炉心損傷の判断に関する情報などの発話情報を聞き間違えた（1

人で聞き取り） 

 

   改善策：1人の聞き間違いによって大きな判断ミスが生じることのないよう、本社の

対策本部の複数の要員が、発話を聞き取る運用とし、プラントの挙動が落ち

着くまで発電所の音声を流し続ける運用に変更する。 

 

 

問題点：（ERCへの説明）重要パラメータ（MP等）の発言が無く、かつ、早口等に

より発話が聞き取りづらい 

 

   改善策：官庁連絡班のメインスピーカは、必要な発話を確実に実施できるよう、訓練

を繰り返し実施するとともに、負荷を軽減するために 1~7 号機すべての発
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話を 1 名で行う体制から、6/7 号機担当 1 名と 1~5 号機担当 1 名の計 2 名

に増員する。 

 

 

問題点：（質問回答）技術的な質問の回答に時間を要し、戦略の説明をせず、事象の

断片的な説明に終始した 

 

   改善策：プラントの進展予測等を含む戦略の確認・検討を行う計画班が、官庁連絡班

をサポートする体制を構築するために、これまで災害対策室内で離れて配置

されていた計画班と官庁連絡班を、隣り合わせの配置とする。 

       加えて、計画班が官庁連絡班のメインスピーカを直接サポートできるように

するため、官庁連絡班のメインスピーカの隣に、計画班の要員を配置する（当

該要員は、戦略に関して積極的に説明をサポート。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題点：（リエゾンの説明）ERCリエゾンは積極的に即応センターの説明を補助せず、

説明内容も不明確であった 

 

   改善策： プラントの進展予測等を含む戦略の確認・検討を行う計画班の要員を、ERC

に配置することにより、ERCへの説明内容を補佐し、ERCリエゾンの体制

を強化する。 

       加えて、ERC内での質問に ERCリエゾンが速やかに回答できるようにする

ため、官庁連絡班と ERCリエゾンの間にホットラインを設置する。 

 

 以上の取り組みについて、改善に資することが確認できない場合は速やかに見直していく。 

なお、個別に対策が必要な事項については、それぞれ対策を実施する（添付資料２参照）。 

 

 
１F本部部屋

官庁連絡班

広報班(マ) 広報班
(客)

電力支援
受入班

後方支援
拠点班

情報班

立地班

計画班

資材班

総務班

厚生班厚生班

通信班 保安班通信班

復旧班

本
部

スクリーン

本棚

スクリーン

書画

操作卓

タッチパネルモニタ

企画班

連携強化

支援受入
調整班
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２．規制庁評価開始以降に改善が進まなかった推定原因と改善策 

 

当社は、下表に示す通り、これまで「即応センターと ERC プラント班との情報共

有」の項目に関して、福島第一、福島第二、柏崎刈羽すべての訓練において A評定を

とることができていない。 

 福島第一 福島第二 柏崎刈羽 

年度 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

１ 
即応センターとERCプ
ラント班との情報共有 

C B B C C B B B C 

２ 適切な通報の実施 B A A B A A B A A 

３ 通信機器の操作 B A A B B B A A B 

４ 
プラント情報表示シス
テムの使用 

C ‐※ ‐※ C A A C A B 

５ シナリオの難度 C B B C C B B B A 

６ シナリオの多様化 ‐※ ‐※ ‐※ C A B B B B 

７ 広報活動 A A A A A A A A A 

８ 後方支援活動 B B B B A A A A A 

９ 訓練への視察など B A A B A A A A A 

※福島第一は現在の状況を踏まえ、指標４と６は評価対象外 

 

これまで、当社では、福島第一原子力発電所事故で緊急時対応に課題が多く見られ

たことから、原子力安全改革プランにおける対策として、緊急時対応をその柱の 1つ

として改善を進めてきた。一方、このような改善の取組の中でも、A 評定をとること

ができなかった原因としては、以下の通りと考える。 

 

 福島第一原子力発電所事故の経験を踏まえ、発電所と本社や外部機関との情報連絡

のあり方などを見直し、訓練を行ってきた。しかし、以下の 2 点の原因が改善を阻

害したと考える。 

 本社は発電所に問い合わせをせずに対応することを強く意識しすぎたために、

ERC プラント班からの問い合わせに対して、発電所から情報の入手をためら

う状況が生じた。 

 ERC プラント班への適確な情報提供について、官庁連絡班や情報班等の複数

の班にまたがった課題であったことから、改善を進めるための役割分担が曖昧

になってしまった。また、一部の緊急時対策要員による改善提案にとどまり、

関係班にまたがる課題について対策が徹底できなかった。 

 

上記を踏まえ、これらに対する改善策を以下の通り立案する。 
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改善策 

① ERCプラント班からの問い合わせに対して、本社が発電所からの情報の入手を

ためらう状況が生じたことに関しては、本社と発電所間のホットラインの専任

化や、情報の流れに対する本社・発電所の個人の役割を明確化し、情報が抜け

なく流れる体制を構築する。 

② 上記対策を継続的に進めることができるようにするためには、組織的に改善を

回す体制を作りこむことが必要である。このため、現在の緊急時と平常時の体

制で管理者が異なる要員に対して、緊急時と平常時を一致させることなどによ

り改善が評価されやすくなる仕組みを導入する。これにより、役割分担の曖昧

さを排除し、各班にまたがる課題を効率的に改善していく。 

③ 福島第一原子力発電所事故の当事者として、原子力規制庁の評価結果を重く受

け止め、着実に改善を進めることを継続的に行っていくことを確実にするため、

経営層がメッセージを発信することにより、経営の意思をしっかりと社員に示

していく。 

 

  ＜補足：関連する事実関係＞ 

 緊急時対応に関する福島第一原子力発電所事故の具体的な教訓の 1 つとして、本社

対策本部が外部からの問い合わせや指示を調整できず発電所対策本部を混乱させた

ことが挙げられる。この教訓から、本社は事故の収束に向けた発電所対策本部の活

動を支援に徹することとし、訓練を積み重ねてきた。 

 その際、本社は発電所が作成する COP やチャットから情報を入手し、基本的に発

電所への問い合わせはせずに支援を行うことを指向してきたが、この「基本的に問

い合わせをしない」ということを強く意識しすぎたために、ERCプラント班からの

問い合わせに対して、発電所への連絡による情報の入手をためらう状況が生じた。 

 平成 27 年から原子力規制庁による訓練の評価が始まり、「即応センターと ERC プ

ラント班との情報共有」が項目として設定されたことを踏まえ、本社内で官庁連絡

班の ERC への対応が課題として挙がっていた。しかし、本社内各班の連携という

複数班にまたがる課題であったことから、改善を進めるための役割分担が曖昧とな

った。この状況が平成 28 年も継続し、ERC との情報共有を確実に実施できる状況

には至らなかった。 

 平成 29年度は、原子力部門全体で「即応センターと ERCプラント班との情報共有」

を改善することを目指し、本社と発電所で情報を確認するルートの設定、そのため

の QA 用ツールのセットなどの対策も行ってきたが、官庁連絡班から ERC プラン

ト班への情報共有を改善するまでに至らなかった。 
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３．改善スケジュール 

 

10 月 2 日に予定している柏崎刈羽原子力発電所での事業者防災訓練を１つの区切り

として、緊急時対応の力量向上に向けた取り組みを進める。 

 その後、柏崎刈羽原子力発電所の改善事項を反映しつつ、福島第一、福島第二原子力

発電所で行うそれぞれの事業者防災訓練において、熟練チームによるドリル等での評価

と水平展開によって今年度中を目途に緊急時対策要員の力量向上を図っていく。 

 年度末には、これらの改善状況を振り返り、次年度以降の力量向上策を訓練中長期計

画に反映、訓練を実施していくことで、力量の継続的な向上につなげていく。 

（具体的なスケジュールは添付資料５参照） 

 

以 上 
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規
制
庁
と
の
情
報
共
有
に
課
題

規
制
庁
に
提
供
す
る
情
報
の
不
足
と
遅
延

発電所発
話内容が説
明者に正確
に伝わってい
ない

発電所の発話の情報
を聞き間違えた

発話の聞き取り役と伝
達役の人数が少ない

質問をしても回答がす
ぐに返ってこない

・聞き取り役を１名から
3名へ増員

・ホットラインを専任化

説明者が早
口で判りにく
い

説明者の力量不足 ・説明者への訓練

全体の戦略
が説明でき
ず断片的な
説明に終始

本社の中長期戦略が
共有できていない

COPを使用した説明が
できていない

本社目標設定会議
COPが中長期戦略に
なっていない

COPの内容に不足や誤
りがあるため使用できな
い

説明者の周りに発電所
の復旧戦略のフォローを
できる人がいない

・本社計画班を官庁
連絡班の隣に配置
・本社計画班の要員を
説明者の近くに配置

・新規COPの導入と既
存COPの改善

・予め本社による中長
期復旧戦略の検討

発生した
EALの説明
ができていな
い

通報FAX（EAL）の
記載が間違っていた

通報FAXを用いて説
明ができていない

記載者の力量不足

説明の運用が定められ
ていなかった

・記載者への訓練

・通報文の説明に関す
る運用の策定

官庁連絡班が本社他
班の情報を活用できて
いない

発電所問合せ窓口が
役割を兼務していた

ERCリエゾンは積極的な説
明ができていない

ERCリエゾンの力量不足

・ERCリエゾンと本社の
ホットライン設置
・本社計画班からERC
リエゾンを派遣

EAL判断シートを用い
た説明ができていない

シート記載者が時刻を
誤って記入した

・既存COPの改善

COPが本社と共有でき
ていない

・COPの固定化と社内
イントラへの掲示

ERSS故障時のバック
アップツールのデータ更新
間隔が長かった

・バックアップツール運用
変更（15→5分）

COPの発電所本部長
承認を待っていた

・COPのERC説明に関
する運用手順変更

発電所発話時に本社側でタイミングよく音声を切り
替えられなかった

・発電所発話を常時
本社内に流す運用
へ変更

QAツールに不具合が生
じた際に対応できず

・QAツール不具合時
の運用の策定

対 策
根本原因分析

発話情報を再確認でき
るルートがない
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の
連

携
向

上
お

よ
び

発
話

者
の

力
量

向
上

を
目

的
と

し
た

模
擬

訓
練

を
実

施
す

る
。

運
用

開
始

済
み

○

9
【

本
社

-
発

電
所

間
】

E
R

S
S

・
S

P
D

S
、

C
O

P
を

活
用

し
た

説
明

Ｐ
Ｃ

Ｖ
ベ

ン
ト

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

つ
い

て
は

，
今

回
の

訓
練

で
試

行
し

た
も

の
で

あ
り

，
緊

急
時

に
必

要
な

手
順

書
類

に
定

め
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
，

事
前

に
共

有
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

K
K

Ｐ
Ｃ

Ｖ
ベ

ン
ト

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

緊
急

時
に

必
要

な
手

順
書

類
に

反
映

し
，

事
前

に
発

電
所

-
本

社
間

で
共

有
す

る
。

9
/
1

4
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

○

1
0

【
本

社
】

予
測

進
展

・
収

束
戦

略
・

状
況

取
り

ま
と

め
に

係
る

積
極

的
な

説
明

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

に
対

し
て

，
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
，

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

を
活

用
し

た
説

明
に

つ
い

て
は

Ｓ
Ｆ

Ｐ
の

水
位

及
び

温
度

の
デ

ー
タ

が
な

く
，

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
有

効
な

デ
ー

タ
が

発
電

所
構

内
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

値
の

み
で

あ
っ

た
た

め
，

Ｓ
Ｆ

Ｐ
に

関
す

る
説

明
が

で
き

ず
，

口
頭

の
み

で
の

説
明

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。

2
F

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

，
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
に

伝
送

さ
れ

て
い

な
い

デ
ー

タ
の

内
，

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

に
有

効
な

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

，
Ｃ

Ｏ
Ｐ

な
ど

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

を
用

い
て

説
明

す
る

よ
う

本
社

本
部

官
庁

連
絡

班
に

対
し

，
教

育
及

び
訓

練
を

実
施

す
る

。
運

用
開

始
済

み
○

1
1

【
本

社
】

情
報

の
正

確
な

集
約

（
聞

き
取

り
・

メ
モ

作
成

）

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

か
ら

の
質

問
に

即
答

で
き

な
い

場
合

は
，

Ｑ
Ａ

チ
ャ

ッ
ト

を
用

い
て

本
社

本
部

の
情

報
班

，
計

画
班

，
復

旧
班

，
保

安
班

に
回

答
作

成
を

依
頼

す
る

運
用

と
し

て
い

た
。

し
か

し
，

本
社

本
部

復
旧

班
の

発
電

所
対

策
本

部
へ

の
支

援
策

の
検

討
に

時
間

を
要

し
た

た
め

，
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
に

速
や

か
に

回
答

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

2
F

発
電

所
の

Ｓ
Ｆ

Ｐ
に

関
す

る
リ

ス
ク

に
対

し
，

こ
れ

ま
で

の
訓

練
シ

ナ
リ

オ
な

ど
か

ら
あ

ら
か

じ
め

中
長

期
的

な
復

旧
戦

略
を

検
討

し
て

お
く

。
9

月
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

1
2

【
発

電
所

】
情

報
の

正
確

な
集

約
（

聞
き

取
り

・
メ

モ
作

成
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
に

つ
い

て
は

，
戦

略
欄

に
記

載
さ

れ
て

い
る

情
報

と
機

器
運

転
状

態
に

記
載

さ
れ

て
い

る
内

容
に

齟
齬

が
あ

っ
た

た
め

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

用
い

た
定

期
的

な
情

報
提

供
が

で
き

な
か

っ
た

。
2

F
官

庁
連

絡
班

の
役

割
分

担
を

見
直

し
，

タ
イ

ム
キ

ー
パ

ー
を

配
置

す
る

こ
と

で
定

期
的

な
情

報
提

供
を

行
う

。
Ｃ

Ｏ
Ｐ

に
記

載
し

て
い

る
情

報
に

齟
齬

が
あ

っ
た

場
合

は
発

電
所

対
策

本
部

に
是

正
を

促
す

と
と

も
に

，
官

庁
連

絡
班

は
内

容
を

補
完

し
な

が
ら

説
明

す
る

運
用

を
明

確
に

す
る

。
運

用
開

始
済

み
○

○
○

○

1
3

【
本

社
-
発

電
所

間
】

情
報

の
正

確
な

集
約

（
聞

き
取

り
・

メ
モ

作
成

）

通
報

文
と

発
電

所
対

策
本

部
の

音
声

な
ど

か
ら

得
た

情
報

に
齟

齬
が

あ
っ

た
場

合
に

正
し

い
情

報
を

確
認

す
る

ル
ー

ル
が

な
く

，
１

５
条

認
定

会
議

で
必

要
な

情
報

を
収

集
す

る
の

に
時

間
を

要
し

た
。

2
F

官
庁

連
絡

班
の

役
割

分
担

を
見

直
し

，
タ

イ
ム

キ
ー

パ
ー

を
配

置
す

る
こ

と
で

定
期

的
な

情
報

提
供

を
行

う
。

Ｃ
Ｏ

Ｐ
に

記
載

し
て

い
る

情
報

に
齟

齬
が

あ
っ

た
場

合
は

発
電

所
対

策
本

部
に

是
正

を
促

す
と

と
も

に
，

官
庁

連
絡

班
は

内
容

を
補

完
し

な
が

ら
説

明
す

る
運

用
を

明
確

に
す

る
。

運
用

開
始

済
み

○
○

○
○

1
4

【
発

電
所

】
情

報
の

正
確

な
集

約
（

聞
き

取
り

・
メ

モ
作

成
）

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
実

施
時

期
の

目
安

を
定

め
て

お
ら

ず
、

余
震

発
生

直
後

に
，

各
班

長
か

ら
の

報
告

が
多

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

，
本

部
長

が
発

話
に

聞
き

入
る

こ
と

に
注

力
し

，
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

開
催

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
逃

し
て

し
ま

っ
た

。
1

F
①

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

実
施

時
期

の
目

安
を

定
め

，
社

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
記

載
す

る
。

②
本

部
長

補
佐

が
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

や
目

標
設

定
会

議
の

タ
イ

ム
キ

ー
パ

ー
と

な
り

，
本

部
長

に
開

催
を

進
言

す
る

こ
と

で
，

開
催

忘
れ

を
防

止
す

る
。

①
9

/
1

3
②

運
用

開
始

済
み

○
○

○

1
5

【
発

電
所

】
正

確
な

情
報

の
提

供
（

発
話

）

Ｔ
Ｓ

Ｃ
運

転
班

長
は

，
携

帯
電

話
に

よ
る

現
場

対
策

統
括

へ
の

情
報

発
信

，
Ｔ

Ｖ
会

議
へ

の
発

話
に

よ
る

本
社

等
へ

の
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

た
た

め
，

負
担

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

1
F

Ｔ
Ｓ

Ｃ
運

転
班

長
か

ら
現

場
対

策
統

括
及

び
本

社
へ

同
時

に
発

信
出

来
る

よ
う

情
報

発
信

方
法

を
見

直
す

。
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
固

有
の

課
題

○

1
6

【
発

電
所

】
正

確
な

情
報

の
提

供
（

発
話

）

現
場

対
策

統
括

は
，

Ｔ
Ｓ

Ｃ
運

転
班

長
か

ら
の

情
報

を
バ

ス
の

中
で

口
答

周
知

し
た

た
め

，
現

場
対

策
統

括
の

周
辺

の
要

員
に

し
か

情
報

が
伝

わ
ら

な
か

っ
た

。
1

F
Ｔ

Ｓ
Ｃ

運
転

班
長

か
ら

の
情

報
が

バ
ス

で
移

動
中

の
要

員
全

員
に

伝
わ

る
よ

う
，

情
報

の
伝

達
方

法
を

見
直

す
。

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

固
有

の
課

題
○

N
o
.

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

と
の

情
報

共
有

検
証

対
象

訓
練

平
成

2
9

年
度

の
訓

練
に

お
け

る
課

題
・

対
応

事
項

の
整

理

対
応

事
項

課
題

訓
練

サ
イ

ト
添付資料２
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大
項

目
小

項
目

事
実

関
係

具
体

的
実

施
事

項
・

対
応

状
況

対
応

期
日

本
社

１
F

２
F

K
K

N
o
.

検
証

対
象

訓
練

平
成

2
9

年
度

の
訓

練
に

お
け

る
課

題
・

対
応

事
項

の
整

理

対
応

事
項

課
題

訓
練

サ
イ

ト

1
7

【
本

社
-
発

電
所

間
】

情
報

の
正

確
な

集
約

（
聞

き
取

り
・

メ
モ

作
成

）

発
電

所
に

対
し

て
，

本
社

が
音

声
切

り
替

え
操

作
の

た
め

に
時

間
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

共
有

出
来

て
い

な
か

っ
た

た
め

，
音

声
切

り
替

え
操

作
中

に
発

話
が

開
始

さ
れ

た
。

発
電

所
か

ら
の

音
声

を
本

社
本

部
に

流
す

前
に

，
発

電
所

か
ら

の
発

話
で

あ
る

こ
と

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

が
無

か
っ

た
。

1
F

①
発

電
所

は
目

標
設

定
会

議
結

果
を

発
話

す
る

際
に

，
本

社
で

音
声

切
り

替
え

を
す

る
時

間
を

考
慮

し
て

発
話

す
る

運
用

に
変

更
す

る
。

②
発

電
所

か
ら

の
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
よ

る
情

報
は

，
本

社
情

報
班

が
情

報
を

整
理

し
て

，
本

社
本

部
内

に
共

有
す

る
運

用
に

変
更

す
る

。
①

②
運

用
開

始
済

み
○

○
○

○

1
8

【
発

電
所

】
正

確
な

情
報

の
提

供
（

発
話

）

発
電

所
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

は
発

生
事

象
が

中
心

の
発

話
で

あ
り

全
体

を
整

理
し

た
情

報
で

は
な

く
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

者
が

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

の
情

報
を

タ
イ

リ
ー

に
把

握
出

来
る

環
境

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
。

1
F

①
発

電
所

か
ら

の
情

報
を

基
に

本
社

が
情

報
を

整
理

し
，

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

を
用

い
て

定
期

的
に

全
体

を
整

理
し

た
情

報
を

提
供

す
る

運
用

に
変

更
す

る
。

な
お

，
情

報
の

整
理

は
設

備
状

況
シ

ー
ト

や
プ

ラ
ン

ト
概

要
図

を
用

い
て

実
施

す
る

。
②

官
庁

連
絡

班
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

変
更

し
，

説
明

者
が

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

の
情

報
を

把
握

出
来

る
環

境
に

す
る

。

①
②

運
用

開
始

済
み

○

1
9

【
本

社
】

E
R

S
S

・
S

P
D

S
を

活
用

し
た

説
明

パ
ラ

メ
ー

タ
の

提
供

が
重

要
だ

が
、

Ｍ
Ｐ

の
値

の
発

言
も

な
い

。
1

F
今

後
は

、
Ｃ

Ｏ
Ｐ

等
を

用
い

た
全

体
サ

マ
リ

(異
常

の
な

い
デ

ー
タ

を
含

む
)を

定
期

的
に

報
告

す
る

よ
う

に
改

善
す

る
。

8
/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

2
0

【
本

社
】

予
測

進
展

・
収

束
戦

略
・

状
況

取
り

ま
と

め
に

係
る

積
極

的
な

説
明

事
実

関
係

は
通

知
し

た
が

、
全

体
状

況
・

進
展

予
測

・
懸

念
材

料
等

発
話

せ
ず

。
状

況
、

優
先

順
位

、
見

通
し

な
ど

を
セ

ッ
ト

で
説

明
で

き
ず

、
情

報
提

供
が

で
き

て
い

な
い

。

1
F

発
電

所
の

状
況

，
復

旧
戦

略
（

優
先

順
位

，
見

通
し

）
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

，
　

①
　

C
O

P
（

目
標

設
定

会
議

C
O

P
含

む
）

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

変
更

す
る

。
　

②
　

C
O

P
情

報
を

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

者
が

把
握

出
来

る
環

境
に

イ
ン

フ
ラ

面
を

整
備

す
る

。
　

③
　

E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

説
明

は
C

O
P

の
有

効
活

用
、

お
よ

び
リ

エ
ゾ

ン
を

活
用

し
、

全
体

情
報

も
含

め
定

期
的

に
情

報
提

供
を

実
施

す
る

よ
う

に
改

善
す

る
。

①
②

運
用

開
始

済
み

③
8

/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

○
○

○

2
1

【
本

社
】

E
R

S
S

・
S

P
D

S
、

C
O

P
を

活
用

し
た

説
明

Ｅ
Ａ

Ｌ
の

説
明

に
Ｃ

Ｏ
Ｐ

は
活

用
さ

れ
な

か
っ

た
。

予
測

進
展

･
収

束
戦

略
･
状

況
取

り
纏

め
に

対
し

積
極

的
な

説
明

が
な

い
。

基
本

的
に

情
報

が
来

る
の

が
お

そ
い

。
2

F
目

標
設

定
会

議
の

内
容

、
C

O
P

の
記

載
内

容
に

関
す

る
対

応
例

を
充

実
化

し
、

関
係

者
に

教
育

す
る

。
ま

た
，

質
問

を
想

定
し

た
情

報
ツ

ー
ル

の
見

直
し

を
図

り
，

説
明

者
の

力
量

向
上

と
な

る
訓

練
を

計
画

す
る

。
8

/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

2
2

【
本

社
】

E
R

S
S

・
S

P
D

S
、

C
O

P
を

活
用

し
た

説
明

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

・
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
を

使
っ

た
説

明
は

ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た

。
2

F

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

で
は

、
Ｓ

Ｆ
Ｐ

の
水

位
・

温
度

デ
ー

タ
が

な
く

、
有

効
な

デ
ー

タ
が

Ｍ
Ｐ

の
み

で
あ

っ
た

た
め

、
Ｍ

Ｐ
の

変
化

（
上

昇
）

時
の

説
明

で
し

か
使

用
で

き
な

か
っ

た
。

2
F
で

は
、

Ｓ
Ｆ

Ｐ
の

水
位

・
温

度
が

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ラ

メ
ー

タ
と

な
り

う
る

デ
ー

タ
で

あ
る

が
、

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

で
は

デ
ー

タ
に

取
り

込
ま

れ
て

い
な

い
た

め
，

今
後

は
Ｓ

Ｆ
Ｐ

の
水

位
・

温
度

が
常

時
確

認
で

き
る

よ
う

、
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
を

改
造

す
る

。

平
成

3
1

年
度

2
3

【
本

社
】

予
測

進
展

・
収

束
戦

略
・

状
況

取
り

ま
と

め
に

係
る

積
極

的
な

説
明

本
社

本
部

復
旧

班
が

Ｓ
Ｆ

Ｐ
の

水
漏

れ
に

対
す

る
復

旧
戦

略
に

対
し

，
原

因
が

特
定

さ
れ

る
ま

で
検

討
を

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
，

あ
ら

か
じ

め
中

長
期

的
な

復
旧

戦
略

の
備

え
を

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
。

2
F

発
電

所
の

Ｓ
Ｆ

Ｐ
に

関
す

る
リ

ス
ク

に
対

し
，

こ
れ

ま
で

の
訓

練
シ

ナ
リ

オ
な

ど
か

ら
あ

ら
か

じ
め

中
長

期
的

な
復

旧
戦

略
を

検
討

し
て

お
く

。
運

用
開

始
済

み
○

2
4

【
本

社
】

E
R

S
S

・
S

P
D

S
、

C
O

P
を

活
用

し
た

説
明

Ｅ
Ａ

Ｌ
の

説
明

が
基

本
的

に
ほ

と
ん

ど
な

い
K

K

新
た

な
E

A
L
は

、
重

要
な

情
報

と
し

て
直

ち
に

規
制

庁
へ

連
絡

す
る

必
要

が
あ

る
情

報
と

し
て

定
義

し
て

い
る

が
、

そ
の

運
用

が
細

か
く

決
め

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

E
A

L
の

情
報

は
、

①
発

生
時

に
口

頭
で

説
明

②
通

報
受

信
後

に
F
a
x
送

付
の

連
絡

（
新

た
な

説
明

内
容

が
な

け
れ

ば
、

そ
の

旨
発

話
）

と
す

る
運

用
と

す
る

。
。

8
/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

2
5

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

新
E

A
L
は

重
要

情
報

と
し

て
N

R
A

へ
直

ち
に

連
絡

す
べ

き
と

し
て

い
る

が
、

詳
細

運
用

が
定

め
ら

れ
て

お
ら

ず
、

N
R

A
へ

の
E

A
L
の

説
明

が
遅

れ
た

。
K

K
対

象
事

象
の

発
生

を
確

認
し

た
時

点
で

即
応

セ
ン

タ
ー

か
ら

E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
速

報
ベ

ー
ス

で
情

報
提

供
す

る
。

運
用

開
始

済
み

○

2
6

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

原
災

法
２

５
条

報
告

等
に

お
い

て
，

通
報

連
絡

前
の

内
容

確
認

が
行

わ
れ

て
い

た
も

の
の

，
様

式
の

間
違

い
，

誤
植

等
を

発
見

で
き

ず
通

報
Ｆ

Ａ
Ｘ

を
行

っ
た

。
K

K
今

回
の

事
象

を
通

報
班

要
員

へ
周

知
し

注
意

喚
起

を
行

う
。

ま
た

，
通

報
連

絡
が

必
要

と
な

る
火

災
，

負
傷

者
等

が
発

生
し

た
際

の
通

報
記

載
例

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
を

作
成

し
誤

植
対

策
を

行
う

。
更

に
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

の
際

ポ
イ

ン
ト

を
手

順
に

明
記

し
，

通
報

用
紙

作
成

の
訓

練
に

よ
り

再
発

防
止

お
よ

び
力

量
向

上
を

図
る

。
運

用
開

始
済

み
○

○
○

2
7

情
報

の
正

確
な

集
約

（
聞

き
取

り
・

メ
モ

作
成

）
発

電
所

か
ら

の
発

話
情

報
を

聞
き

違
い

，
本

社
本

部
内

で
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

時
刻

を
正

し
く

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

K
K

①
本

社
本

部
内

の
発

電
所

か
ら

の
発

話
情

報
を

聞
き

取
る

等
の

体
制

強
化

を
検

討
す

る
。

②
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

Ｃ
Ｏ

Ｐ
の

記
載

内
容

を
簡

素
化

し
て

，
聞

き
取

ら
な

け
れ

ば
い

け
な

い
情

報
を

限
定

す
る

。
①

②
運

用
開

始
済

み
○

2
8

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

通
報

班
は

発
話

か
ら

通
報

文
を

作
成

し
た

が
，

輸
送

容
器

に
関

す
る

知
識

（
実

際
は

輸
送

容
器

に
ド

ラ
ム

缶
が

収
納

さ
れ

て
い

る
）

が
不

足
し

て
い

た
た

め
，

誤
っ

た
記

載
（

ド
ラ

ム
缶

か
ら

の
漏

洩
と

認
識

）
に

つ
い

て
，

事
実

と
の

乖
離

が
あ

る
こ

と
に

気
付

け
な

か
っ

た
。

2
F

通
報

文
を

作
成

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

技
術

的
な

情
報

に
つ

い
て

事
象

毎
に

確
認

項
目

を
作

成
す

る
。

福
島

第
二

原
子

力
発

電
所

固
有

の
課

題
○

○
○

2
9

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

Ｔ
Ｓ

Ｃ
参

集
中

に
発

生
し

た
３

号
機

Ａ
Ｌ

３
１

の
通

報
が

目
標

時
間

で
あ

る
１

５
分

を
満

足
で

き
な

か
っ

た
。

発
電

所
通

報
班

は
，

参
集

中
の

全
て

の
通

報
を

本
社

官
庁

連
絡

班
で

対
応

す
る

も
の

と
考

え
て

い
た

。
一

方
、

本
社

官
庁

連
絡

班
は

，
Ｅ

Ａ
Ｌ

事
象

発
生

の
都

度
，

発
電

所
通

報
班

か
ら

依
頼

が
あ

る
も

の
と

考
え

て
い

た
。

1
F

発
電

所
か

ら
の

通
報

不
能

事
象

発
生

の
対

応
手

順
に

以
下

の
ル

ー
ル

を
追

加
す

る
と

と
も

に
，

関
係

者
に

対
応

手
順

を
周

知
す

る
。

発
電

所
通

報
班

長
は

，
Ｅ

Ａ
Ｌ

事
象

発
生

の
都

度
，

本
社

官
庁

連
絡

班
に

「
Ｅ

Ａ
Ｌ

番
号

」
，

「
判

断
時

刻
」

，
「

判
断

根
拠

」
を

連
絡

す
る

。
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
固

有
の

課
題

○

3
0

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

２
５

条
報

告
の

通
報

基
準

に
対

し
て

優
先

順
位

の
定

め
が

無
く

、
２

５
条

報
告

に
つ

い
て

，
通

報
班

長
の

判
断

に
よ

り
Ｅ

Ａ
Ｌ

に
至

る
燃

料
プ

ー
ル

漏
え

い
事

象
を

優
先

的
に

通
報

し
，

重
要

情
報

で
あ

る
汚

染
傷

病
者

や
原

子
炉

注
水

停
止

等
の

通
報

の
優

先
度

を
下

げ
て

通
報

を
行

っ
て

し
ま

っ
た

。

1
F

①
公

表
区

分
に

よ
り

２
５

条
報

告
の

優
先

度
を

決
定

す
る

こ
と

で
，

通
報

班
長

の
優

先
順

位
決

定
の

誤
り

を
防

止
し

，
重

要
情

報
の

通
報

に
抜

け
が

無
い

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
，

社
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

運
用

を
定

め
る

。
②

同
時

多
発

事
象

に
対

応
出

来
る

よ
う

，
通

報
文

を
作

成
す

る
要

員
数

の
増

強
を

図
る

。
③

防
災

訓
練

の
評

価
に

「
公

表
区

分
を

元
と

し
た

優
先

順
位

の
設

定
」

及
び

「
優

先
順

位
に

基
づ

い
た

２
５

条
報

告
の

実
施

」
を

追
加

し
，

防
災

訓
練

の
度

に
ル

ー
ル

が
定

着
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

固
有

の
課

題
○

通
報

連
絡

（
E

A
L
判

断
～

通
報

）
の

不
備

即
応
セ
ン
タ
ー

と
の
E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班
と
の
情

報
共
有

16
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大
項

目
小

項
目

事
実

関
係

具
体

的
実

施
事

項
・

対
応

状
況

対
応

期
日

本
社

１
F

２
F

K
K

N
o
.

検
証

対
象

訓
練

平
成

2
9

年
度

の
訓

練
に

お
け

る
課

題
・

対
応

事
項

の
整

理

対
応

事
項

課
題

訓
練

サ
イ

ト

3
1

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

２
５

条
報

告
の

通
報

文
作

成
を

時
間

で
区

切
ら

ず
に

，
次

々
に

報
告

さ
れ

る
新

規
情

報
を

一
枚

の
通

報
文

に
ま

と
め

て
い

た
た

め
，

情
報

提
供

が
遅

れ
て

し
ま

っ
た

。
1

F
２

５
条

報
告

の
通

報
文

作
成

を
時

間
で

区
切

る
こ

と
で

，
情

報
提

供
に

遅
れ

が
な

い
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

社
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

運
用

を
定

め
る

。
上

記
の

運
用

を
遵

守
出

来
る

よ
う

，
タ

イ
ム

キ
ー

パ
ー

を
設

定
す

る
。

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

固
有

の
課

題
○

○
○

3
2

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

６
号

機
の

Ａ
Ｌ

判
断

で
，

「
Ａ

Ｌ
３

１
」

と
判

断
す

べ
き

と
こ

ろ
を

「
Ａ

Ｌ
３

０
」

と
誤

っ
て

判
断

し
，

通
報

を
実

施
し

た
。

具
体

的
に

は
、

本
部

長
補

佐
は

，
本

部
長

の
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

等
を

チ
ェ

ッ
ク

し
た

際
，

携
帯

・
所

持
し

て
い

た
旧

版
の

防
災

業
務

計
画

を
も

と
に

Ａ
Ｌ

３
１

で
は

な
く

Ａ
Ｌ

３
０

と
助

言
し

て
し

ま
っ

た
。

通
報

班
長

は
，

旧
版

の
防

災
業

務
計

画
に

て
通

報
文

（
Ｅ

Ａ
Ｌ

番
号

含
む

）
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
た

た
め

，
Ａ

Ｌ
３

０
が

存
在

し
な

い
こ

と
を

指
摘

で
き

な
か

っ
た

。
通

報
班

長
な

ら
び

に
通

報
班

員
は

，
通

報
文

に
Ａ

Ｌ
３

０
の

チ
ェ

ッ
ク

欄
が

無
い

こ
と

に
疑

問
を

持
ち

つ
つ

も
，

１
５

分
以

内
に

Ｆ
Ａ

Ｘ
す

る
こ

と
に

注
力

し
た

た
め

，
本

部
長

判
断

に
従

い
Ａ

Ｌ
３

０
に

訂
正

し
た

通
報

文
を

作
成

し
た

。

1
F

①
防

災
業

務
計

画
を

「
差

し
替

え
管

理
表

」
に

よ
り

管
理

し
，

常
に

最
新

版
を

Ｔ
Ｓ

Ｃ
に

配
備

す
る

こ
と

で
，

旧
版

の
使

用
を

防
止

す
る

。
②

本
部

長
・

統
括

・
班

長
用

の
防

災
業

務
計

画
を

Ｔ
Ｓ

Ｃ
に

備
え

付
け

，
個

人
配

付
を

廃
止

す
る

こ
と

で
旧

版
の

使
用

を
防

止
す

る
。

③
通

報
文

の
チ

ェ
ッ

ク
用

紙
を

用
い

る
こ

と
で

,Ｅ
Ａ

Ｌ
通

報
指

示
や

通
報

文
チ

ェ
ッ

ク
項

目
の

明
確

化
及

び
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

強
化

を
図

り
，

通
報

文
の

記
載

漏
れ

や
記

載
ミ

ス
を

防
止

す
る

。
④

Ｅ
Ａ

Ｌ
を

判
断

す
る

た
め

の
一

覧
表

を
作

成
し

，
Ｅ

Ａ
Ｌ

番
号

や
判

断
基

準
の

誤
り

を
防

止
す

る
。

⑤
原

子
力

防
災

要
員

に
対

し
て

，
燃

料
プ

ー
ル

の
Ｅ

Ａ
Ｌ

変
更

（
Ａ

Ｌ
・

Ｓ
Ｅ

・
Ｇ

Ｅ
３

０
の

廃
止

，
Ａ

Ｌ
・

Ｓ
Ｅ

・
Ｇ

Ｅ
３

１
へ

の
統

一
）

や
Ｅ

Ａ
Ｌ

番
号

の
重

要
性

を
周

知
す

る
。

①
～

⑤
運

用
開

始
済

み
○

3
3

E
A

L
判

断
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
か

つ
正

確
な

報
告

発
電

所
が

原
災

法
１

０
条

（
Ｓ

Ｅ
）

を
判

断
し

た
後

に
，

事
象

の
判

断
時

刻
を

本
社

内
で

速
や

か
に

共
有

す
る

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。

ま
た

，
１

０
条

確
認

会
議

に
本

社
責

任
者

の
出

席
に

時
間

を
要

し
た

。

1
F

１
０

条
確

認
会

議
，

１
５

条
認

定
会

議
の

運
用

ル
ー

ル
を

定
め

,関
係

者
に

周
知

す
る

。
8

/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

3
4

通
信

機
器

の
操

作
ミ

ス
・

習
熟

不
足

説
明

者
（

及
び

サ
ポ

ー
ト

要
員

）
が

機
器

操
作

を
把

握
し

て
お

ら
ず

、
電

話
会

議
へ

の
切

り
替

え
操

作
を

誤
り

、
通

話
を

遮
断

し
て

し
ま

っ
た

。
K

K
説

明
者

及
び

サ
ポ

ー
ト

メ
ン

バ
を

「
選

定
」

し
、

繰
り

返
し

訓
練

を
実

施
す

る
。

運
用

開
始

済
み

○

3
5

ツ
ー

ル
の

性
能

不
足

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

不
具

合
発

生
時

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ツ

ー
ル

へ
の

デ
ー

タ
更

新
頻

度
を

１
５

分
毎

と
す

る
運

用
と

し
て

お
り

，
重

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
更

新
時

間
の

間
隔

と
し

て
は

長
か

っ
た

。
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
不

具
合

発
生

時
に

グ
ラ

フ
化

す
る

項
目

が
不

足
し

て
お

り
，

ト
レ

ン
ド

で
の

共
有

が
で

き
な

か
っ

た
。

K
K

①
シ

ス
テ

ム
使

用
不

能
に

際
し

て
、

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
応

じ
て

必
要

と
な

る
重

要
パ

ラ
メ

ー
タ

を
予

め
選

定
し

、
グ

ラ
フ

化
す

る
ツ

ー
ル

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
デ

ー
タ

更
新

頻
度

を
1

5
分

か
ら

5
分

に
見

直
す

。
②

対
応

メ
ン

バ
を

選
定

し
、

繰
り

返
し

訓
練

（
ツ

ー
ル

切
替

訓
練

）
を

実
施

す
る

。

①
9

月
訓

練
よ

り
運

用
開

始

②
9

月
訓

練
よ

り
運

用
開

始

○
○

○

3
6

目
標

設
定

会
議

の
進

め
方

訓
練

中
に

Ｑ
Ａ

対
応

ツ
ー

ル
に

不
具

合
が

発
生

し
代

替
策

の
書

類
に

よ
る

運
用

に
な

っ
た

た
め

，
質

問
に

回
答

出
来

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

。
1

F

①
Ｑ

Ａ
対

応
ツ

ー
ル

が
使

用
で

き
な

い
場

合
を

想
定

し
，

紙
ベ

ー
ス

の
Ｑ

Ａ
管

理
表

に
管

理
項

目
（

E
R

C
 プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

回
答

実
績

）
を

追
加

す
る

。
②

Ｑ
Ａ

対
応

ツ
ー

ル
が

使
用

で
き

な
い

場
合

を
想

定
し

た
個

別
訓

練
を

実
施

し
，

力
量

向
上

及
び

Ｑ
Ａ

管
理

表
の

有
効

性
に

つ
い

て
検

証
す

る
。

③
同

時
多

数
ア

ク
セ

ス
に

対
応

出
来

る
信

頼
性

の
高

い
シ

ス
テ

ム
に

改
良

す
る

。

①
②

③
運

用
開

始
済

み
○

3
7

目
標

設
定

会
議

結
果

の
発

信

本
社

本
部

指
揮

者
が

，
目

標
設

定
会

議
で

の
決

定
事

項
を

発
話

に
て

共
有

す
る

際
に

，
対

応
箇

所
及

び
進

捗
状

況
を

発
話

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
，

本
社

本
部

内
及

び
発

電
所

対
策

本
部

に
発

電
所

対
策

本
部

へ
の

支
援

策
の

対
応

箇
所

及
び

進
捗

状
況

を
共

有
す

る
事

が
で

き
な

か
っ

た
。

2
F

本
社

本
部

目
標

設
定

会
議

の
共

有
方

法
を

明
確

に
し

，
手

順
を

作
成

す
る

。
8

/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

3
8

目
標

設
定

会
議

の
進

め
方

目
標

設
定

会
議

が
復

旧
の

優
先

順
位

や
復

旧
方

策
な

ど
に

傾
注

し
て

し
ま

い
，

目
標

時
間

の
設

定
が

で
き

な
か

っ
た

。
2

F
本

部
ス

タ
ッ

フ
が

目
標

設
定

会
議

の
内

容
を

確
認

し
，

会
議

で
決

定
し

た
事

項
の

不
足

し
て

い
る

部
分

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
再

度
会

議
参

加
者

に
対

し
目

標
設

定
会

議
の

教
育

を
実

施
す

る
。

8
/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

3
9

目
標

設
定

会
議

結
果

の
発

信
本

社
本

部
目

標
設

定
会

議
で

決
定

し
た

事
項

の
発

話
内

容
が

定
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
。

2
F

本
社

本
部

目
標

設
定

会
議

の
共

有
方

法
を

明
確

に
し

，
手

順
を

作
成

す
る

。
8

/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

4
0

目
標

設
定

会
議

の
進

め
方

本
部

ス
タ

ッ
フ

は
発

電
所

目
標

設
定

会
議

後
に

，
本

社
目

標
設

定
会

議
を

実
施

す
る

運
用

を
把

握
し

て
い

な
か

っ
た

。
1

F
ガ

イ
ド

に
従

い
発

電
所

目
標

設
定

会
議

終
了

後
に

必
ず

本
社

目
標

設
定

会
議

を
実

施
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

。
（

関
係

者
に

ガ
イ

ド
教

育
，

周
知

を
実

施
す

る
。

）
運

用
開

始
済

み
○

4
1

E
R

C
リ

エ
ゾ

ン
の

役
割

分
担

ハ
ン

デ
ィ

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
は

本
社

本
部

官
庁

連
絡

班
の

要
員

が
書

画
カ

メ
ラ

を
通

じ
て

説
明

す
る

も
の

で
あ

り
，

Ｆ
Ａ

Ｘ
に

よ
る

情
報

共
有

を
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

，
Ｅ

Ｒ
Ｃ

リ
エ

ゾ
ン

を
通

じ
て

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

に
配

布
す

る
資

料
に

時
間

を
記

載
で

き
な

か
っ

た
。

2
F

本
社

本
部

官
庁

連
絡

班
が

Ｅ
Ｒ

Ｃ
リ

エ
ゾ

ン
に

資
料

を
送

付
す

る
際

は
，

時
間

を
必

ず
記

載
す

る
運

用
と

す
る

。
ま

た
，

Ｅ
Ｒ

Ｃ
リ

エ
ゾ

ン
も

時
間

の
記

載
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
に

資
料

を
配

布
す

る
こ

と
と

す
る

。
万

が
一

，
時

間
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
，

本
社

本
部

官
庁

連
絡

班
に

時
間

を
確

認
し

，
追

記
し

て
か

ら
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
に

配
布

す
る

こ
と

と
す

る
。

8
/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

4
2

E
R

C
リ

エ
ゾ

ン
に

よ
る

積
極

的
な

説
明

リ
エ

ゾ
ン

は
社

内
パ

ソ
コ

ン
を

持
ち

込
ん

で
い

る
も

の
の

、
積

極
的

に
即

応
セ

ン
タ

ー
の

説
明

を
補

助
し

て
い

な
い

。
K

K

想
定

さ
れ

る
戦

略
に

関
す

る
手

持
ち

資
料

の
事

前
準

備
、

対
応

者
の

力
量

が
不

足
し

て
い

た
。

Ｔ
Ｖ

会
議

の
説

明
が

意
図

的
に

情
報

を
出

し
て

い
な

い
の

か
、

そ
れ

と
も

単
に

説
明

不
足

な
の

か
が

わ
か

ら
ず

、
リ

エ
ゾ

ン
か

ら
情

報
提

供
す

る
の

に
躊

躇
い

が
あ

っ
た

。
手

持
ち

資
料

を
拡

充
し

、
対

応
者

の
力

量
向

上
と

な
る

訓
練

を
計

画
す

る
。

即
応

セ
ン

タ
ー

と
リ

エ
ゾ

ン
の

連
携

が
向

上
す

る
よ

う
運

用
を

検
討

す
る

。

8
/
3

0
訓

練
よ

り
運

用
開

始
○

4
3

リ
エ

ゾ
ン

か
ら

E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

の
情

報
提

供

リ
エ

ゾ
ン

か
ら

E
R

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
提

供
す

べ
き

情
報

が
不

明
確

で
（

本
社

・
官

庁
連

絡
班

か
ら

の
情

報
提

供
を

待
た

ず
に

）
古

い
情

報
を

提
供

し
た

り
、

問
い

合
わ

せ
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

で
き

な
か

っ
た

。

K
K

①
事

象
進

展
に

係
る

情
報

は
原

則
と

し
て

本
社

・
即

応
セ

ン
タ

ー
か

ら
提

供
し

、
リ

エ
ゾ

ン
は

補
足

説
明

に
徹

す
る

。
②

リ
エ

ゾ
ン

と
本

社
・

即
応

セ
ン

タ
ー

と
の

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
設

定
す

る
。

③
対

応
メ

ン
バ

を
選

定
し

、
繰

り
返

し
訓

練
を

実
施

す
る

。

①
②

③
運

用
開

始
済

み
○

4
4

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
で

の
情

報
共

有

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
の

情
報

入
手

環
境

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
プ

ラ
ン

ト
チ

ー
ム

で
は

チ
ャ

ッ
ト

，
Ｃ

Ｏ
Ｐ

等
の

情
報

を
見

ら
れ

る
環

境
に

な
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め

，
事

業
者

ブ
ー

ス
か

ら
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

プ
ラ

ン
ト

チ
ー

ム
へ

の
情

報
共

有
が

通
報

文
中

心
の

説
明

と
な

っ
た

。

1
F

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
プ

ラ
ン

ト
チ

ー
ム

で
チ

ャ
ッ

ト
，

Ｃ
Ｏ

Ｐ
等

の
情

報
を

見
ら

れ
る

よ
う

に
環

境
を

整
備

し
，

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

有
効

活
用

し
た

情
報

共
有

を
実

施
す

る
。

運
用

開
始

済
み

○
○

通
報
連
絡

（
E
A
L
判
断
～

通
報
）
の
不
備

情
報

共
有

イ
ン

フ
ラ

の
習

熟
不

足
・

活
用

不
足

目
標

設
定

会
議

の
運

用

E
R

C
リ

エ
ゾ

ン
に

よ
る

情
報

共
有

17
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資料一覧 

 プラント系統概要図 

 設備状況シート 

 重大な局面シート 

 サイト目標設定会議 COP 

 本社目標設定会議 COP 

 EAL判断シート 
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機
能

使
用

可
否

機
能

使
用

可
否

着
手

時
刻

完
了

予
定

時
刻

(自
動

）
完

了
時

刻
(実

績
）

参
考

所
要

時
間

戦
術

番
号

完
了

S
T
E
P

×
×

0:
20

×
1:

15

×
1:

55

×
1:

35

×
5:

30

A
●

A
-
2

0:
35

B
●

A
M

0:
20

C
×

3:
55

A
●

高
圧

系
〇

0:
15

B
●

A
〇

0:
12

C
●

B
/C

〇
0:

12

D
●

×
0:

30

×
×

0:
30

●
2:

15

B
〇

可
搬

型
蓄

電
池

0:
55

C
▽

0:
40

A
〇

2:
15

B
×

A
0:

25

C
▽

B
/C

0:
25

減
圧

系
制

御
中

0:
30

A
●

0:
30

B
×

2:
05

C
▽

原
子

炉
補

機
冷

却
9:

00

B
×

A
0:

30

C
▽

B
/C

0:
30

A
●

1:
50

B
▽

C
▽

A
●

B
▽

A
〇

※
凡

例

B
▽

低
圧

注
水

③
-1

3

C
▽

目
視

に
よ

る
設

備
確

認
の

開
始

は
、

準
備

開
始

と
は

み
な

さ
な

い
。

S
R

V
：

制
御

中
閉

固
着

開
固

着

Ｃ
Ｓ

Ｐ
補

給

②
第

２
Ｇ

Ｔ
Ｇ

④
電

源
車

（高
台

）

⑤
電

源
車

（寄
付

）

直
流

12
5V

主
母

線

Ｈ
Ｓ

Ｔ
ｒ

柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

＿
７

号
機

　
設

備
状

況
シ

ー
ト

  
  

（
__

8
月

__
2
0
日

1
6
：
3
7
現

在
）

消
防

車
（常

設
ヘ

ッ
ダ

）

交
流

電
源

号
機

外
部

電
源

D
/G

直
流

12
5V

主
母

線 R
C

IC

①
第

１
Ｇ

Ｔ
Ｇ

③
号

機
間

融
通

（６
号

Ｄ
／

Ｇ
）

H
P

A
C

交
流

電
源

D
/D

 F
P

M
/D

 F
P

Ｄ
Ｂ

Ａ
設

備

直
流

電
源

高
圧

系

H
P

C
F

66
kV

炉
心

冷
却

逃
が

し
安

全
弁

Ｓ
Ａ

設
備

設
備

50
0k

V

給
復

水
系

炉
心

冷
却

代
替

S
R

V
（逆

圧
）

設
備

格
納

容
器

冷
却

運
転

状
況

●
：使

用
中

〇
：待

機
中

（使
用

可
）

？
：確

認
中

△
：準

備
中

▽
：サ

ポ
ー

ト
系

故
障

×
：フ

ロ
ン

ト
系

故
障

（機
器

本
体

）

15
4k

V

外
部

電
源

そ
の

他

S
F
P

冷
却

R
C

W
/R

S
W

R
H

R
(最

大
熱

負
荷

モ
ー

ド
）

F
P

C

格
納

容
器

冷
却

原
子

炉
補

機
冷

却

直
流

電
源

低
圧

系
R

H
R

(L
P

C
I)

Ｒ
Ｈ

Ｒ
(S

/C
冷

却
)

Ｒ
Ｈ

Ｒ
(格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
)

戦
術

C
O

P

電
源

車

燃
料

プ
-
ル

補
給

水
系

S
F
P

冷
却

M
U

W
C

代
替

H
x

M
U

W
C

低
圧

系

減
圧

系

M
U

W
C

代
替

ス
プ

レ
イ

消
防

車

M
/D

 F
P

消
防

車

D
/D

 F
P

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

保
　

存
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年
月

日
時

分

月
日

月
日

時
分

時

月
日

月
日

月
日

分
時

分
時

注
水

停
止

時
の

水
位

(広
帯

域
m

m
)

炉
心

損
傷

防
止

　
注

水
・
電

源
戦

術
炉

心
損

傷
回

避

①
日

分

②
日

分
：
準

備
完

了
（
予

定
）

月
時

時
分

：
準

備
完

了
（
予

定
）

月
時

（
実

績
）

(広
帯

域
 -

3
1
9
0
 m

m
)

（
到

達
予

想
）

分

事
象

進
展

注
水

停
止

T
A

F
炉

心
損

傷

【
炉

心
損

傷
に

至
る

重
大

局
面

】

重
大

な
局

面
シ

ー
ト

原
子

炉
へ

の
注

水
停

止
（
K
K
6
/
7
用

）
号

機
［
評

価
時

点
］
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年
月

日
時

分

【
P

C
V

ベ
ン

ト
が

必
要

と
な

る
重

大
局

面
】

月
日

月
日

月
日

月
日

時
分

時
分

時
分

時
分

月
日

月
日

月
日

月
日

時
分

時
分

時
分

時
分

（
１

）
除

熱
　

（
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
確

保
）

①
:準

備
完

了
(予

定
)

月
日

時
分

②
:準

備
完

了
(予

定
)

月
日

時
分

（
２

）
減

圧
　

（
P

C
V

ス
プ

レ
イ

）

①
:準

備
完

了
(予

定
)

月
日

時
分

②
:準

備
完

了
(予

定
)

月
日

時
分

（
３

）
減

圧
　

（
P

C
V

ベ
ン

ト
）

①
:準

備
完

了
(予

定
)

月
日

時
分

格
納

容
器

　
除

熱
・
減

圧
方

針
P

C
V

ベ
ン

ト
回

避

（
実

績
）

(3
1
0
kP

a[
ga

ge
])

(4
6
5
kP

a[
ga

ge
])

(6
2
0
kP

a[
ga

ge
])

(A
M

用
S
/
P

水
位

計
6
.9

5
m

)※
2

（
到

達
予

想
）

P
C

V
ス

プ
レ

イ
失

敗
時

P
C

V
ス

プ
レ

イ
成

功
時

事
象

進
展

1
P

d到
達

1
.5

P
d到

達
2
P

ｄ
到

達
S
/
C

真
空

破
壊

弁
水

没

重
大

な
局

面
シ

ー
ト

P
C

V
ベ

ン
ト

(炉
心

損
傷

後
）

※
2
 他

に
も

R
/
B

水
素

濃
度

(2
.2

％
）
，

P
C

V
酸

素
濃

度
(4

.0
%
)も

監
視

し
，

い
ず

れ
か

の
制

限
到

達
前

に
P

C
V

ベ
ン

ト
を

行
う

号
機
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ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

漏
え

い
漏

え
い

漏
え

い
漏

え
い

漏
え

い

D
/
G

（
A

）
×

K
6

 G
T

G
×

●
×

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
D

/G
（

B
）

×
×

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
D

/G
（

C
）

×
×

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

復
旧

優
先

復
旧

優
先

（
ゲ

ー
ト

閉
）

6
5

℃
予

測

S
F
P

停
止

後
､
8

1
時

間
後

（
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
開

）
S

F
P

停
止

後
、

6
5

℃
予

測
（

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

開
）

S
F
P

停
止

後
、

6
5

℃
予

測
（

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

開
）

S
F
P

停
止

後
、

6
5

℃
予

測
（

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

開
）

S
F
P

停
止

後
、

6
5

℃
予

測

３
３

３
時

間
後

２
３

９
時

間
後

３
１

５
時

間
後

３
０

０
時

間
後

・
D

D
-F

P
使

用
不

可
・

H
P

C
F
注

水
継

続
⇒

H
P

A
C

待
機

　
　

⇒
R

H
R

-A
及

び
M

U
W

C
注

水
可

S
F

P
復

旧
目

標

可
搬

×

電
源

確
保

戦
術

荒
浜

Ｇ
Ｔ

Ｇ

S
F

P
戦

略
除

熱
目

標

・
R

H
R

-C
 S

/P
除

熱
不

可
⇒

S
/P

温
度

監
視

強
化

D
E

C
①

 M
U

W
C

に
よ

る
代

替
ス

プ
レ

イ
・

R
H

R
-A

 S
/P

ク
ー

リ
ン

グ
中

D
E

C
①

 M
U

W
C

に
よ

る
代

替
ス

プ
レ

イ

F
P

C
運

転

（
２

８
℃

）

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

K
6

/7
融

通

常
設

大
湊

緊
Ｍ

××

S
F

P
冷

却
（

温
度

）

D
/G

（
C

）
D

/G
（

B
）

切
替 箱

電
源

車
（

高
台

）
×

４
号

機
５

号
機

２
号

機

×
×

（
２

６
℃

）
（

３
１

℃
）

（
３

０
℃

）

F
P

C
運

転
F

P
C

運
転

F
P

C
運

転

３
号

機

S
F

P
使

用
済

燃
料

露
出

な
し

戦 術

注
水

目
標

・
急

速
減

圧
し

、
M

U
W

C
代

替
注

水
を

目
指

す
D

E
C

①
 M

U
W

C
（

K
6

/
7

融
通

）
目

標
未

定

×

・
K

6
に

対
す

る
電

源
D

E
C

①
K

6
D

G
-6

A
復

旧
（

目
標

2
0

時
）

Ｋ
１

～
５

融
通

戦 略

原
子

炉
･
P

C
V

炉
心

損
傷

あ
り

・
P

C
V

ベ
ン

ト
な

し
炉

心
損

傷
な

し
・

P
C

V
ベ

ン
ト

な
し

S
F

P
S

F
P

使
用

済
燃

料
露

出
な

し

電
源

車
（

寄
付

）

P
/
C

不
測

事
態

へ
の

目
標

緊
Ｍ

電
源

評 価

原
子

炉
水

位
低

下
（

1
4

時
5

5
分

評
価

）
L
2

：
1

5
時

1
0

分
　

T
A

F
：

1
6

時
0

0
分

　
炉

心
損

傷
：

1
7

時
頃

（
1

3
時

４
０

分
評

価
）

注
水

停
止

後
、

N
W

L
か

ら
の

水
位

予
測

L
2

：
　

１
０

分
後

　
　

　
　

　
T

A
F
：

４
０

分
後

S
F

P
温

度
上

昇
評

価

（
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
開

）
S

F
P

停
止

後
、

6
5

℃
予

測

３
９

１
時

間
後

P
C

V
圧

力
上

昇
R

P
V

破
損

：
8

月
1

8
日

4
時

1
P

d
 2

2
:3

0
　

1
.5

P
d

 8
月

1
8

日
8

時
　

2
P

d
 1

2
時

な
し

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

な
し

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

な
し

な
し

な
し

な
し

S
F

P
状

況
F

P
C

運
転

S
F

P
状

況
S

F
P

漏
え

い
な

し
な

し
（

ゲ
ー

ト
閉

）
6

5
℃

予
測

S
F
P

停
止

後
､
9

7
時

間
後

な
し

な
し

な
し

現 状

原
子

炉
（

水
位

）
無

注
水

L
O

C
A

H
P

A
C

注
水

L
O

C
A

S
F

P
冷

却
（

温
度

）
F

P
C

運
転

優
先

①

（
３

３
℃

）

A
O

P
に

よ
る

減
圧

降
下

操
作

L
3

～
L

8
制

御
中

（
２

４
℃

）

D
/G

（
A

）
K

7
 G

T
G

Ｄ
／

Ｇ
●

（
３

３
℃

）

な
し

な
し

F
P

C
停

止
な

し

種
別

運
転

号
機

６
号

機
1

3
:0

5
ス

ク
ラ

ム
７

号
機

Ｇ
Ｅ

K
6

：
2

2
、

4
2

K
7

：

安
全

監
督

保
安

指
示

1
3

:3
0

C
R

全
挿

入
停

止
号

機
１

号
機

K
K

目
標

設
定

会
議

C
O

P
Ｅ Ａ Ｌ

Ａ
Ｌ

地
震

（
震

度
６

弱
）

K
6

：
2

2
、

2
3

、
2

5
　

、
K

7
：

2
2

、
2

3
、

2
5

　
　

　
　

　
更

新
日

時
（

評
価

起
点

）
Ｓ

Ｅ
K

6
：

2
2

、
2

3
K

7
：

Ｈ
３

０
年

８
月

Ｋ
Ｋ

状
態

第
2

次
緊

急
時

態
勢

　
発

令
中

　

・
津

波
注

意
報

発
令

中
（

海
の

周
り

に
は

近
づ

か
な

い
こ

と
。

別
途

、
本

部
よ

り
指

示
を

出
す

）
・

保
安

装
備

（
ガ

ラ
ス

バ
ッ

ジ
所

持
、

屋
外

作
業

時
は

A
P

D
着

用
）

・
海

水
モ

ニ
タ

異
常

無
し

、
M

P
-1

、
2

ダ
ウ

ン
ス

ケ
ー

ル
（

代
替

モ
ニ

タ
で

測
定

中
）

・
管

理
区

域
退

域
者

2
0

0
名

が
1

3
:4

4
退

域
完

了

１
７

日
（

金
）

１
５

時
１

０
分

承
認

（
本

部
長

）
作

成
（

計
画

情
報

統
括

）
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本
社
目
標
設
定
会
議
C
O
P
（
１
回
目
）

本 社 オ ン サ イ ト 戦 略

順
位

対
応
方
法
・
手
段

目
標
時
間

対
応
箇
所

進
捗
状
況

大
湊
側
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
復
旧
重
機
操
作
者
の
手
配
〇
名

〇
時
〇
分

復
旧
班

本
社
か
ら
応
援
支
援
〇
名

〇
時
〇
分

復
旧
班

本 社 オ フ サ イ ト 戦 略

オ
フ
サ
イ
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
済
み

〇
時
〇
分

立
地
班

後
方
支
援
拠
点
を
信
濃
川
電
力
に
決
定

〇
時
〇
分

支
援
統
括

原
子
力
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
（
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
等
）
要
請

〇
時
〇
分

支
援
統
括

作
成
日
時
（
評
価
起
点
）
〇
年
〇
月
〇
日
〇
時
〇
分
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E
A
L
判
断
シ
ー
ト

Ｅ
Ａ
Ｌ
番
号

S
E
2
1

B
W
R

Ｅ
Ａ
Ｌ
略
称

原
子
炉
冷
却
材
漏
え
い
時
に
お
け
る
非
常
用
炉
心
冷
却
装

置
に
よ
る
一
部
注
水
不
能

Ｅ
Ａ
Ｌ

原
子
炉
の
運
転
中

①
に
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
の
作
動
を

必
要

②
と
す
る
原
子
炉
冷
却
材
の
漏
え
い
が
発
生

③
し
た
場
合

に
お
い
て
，
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
の
う
ち
当
該
原
子
炉

へ
高
圧

④
又
は
低
圧

⑤
で
注
水
す
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
注

水
が
直
ち
に
で
き
な
い
こ
と
。
(※
1
)

規
制
庁
解
説

上
記
の
場
合
は
，
原
子
炉
冷
却
機
能
の
喪
失
に
至
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
，
施
設
敷
地
緊
急
事
態
の
判
断
基
準
と
す
る
。

「
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
」
と
は
，
E
C
C
S
及
び
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
系
に
係
る
装
置
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
D
B
設
備
」
と

い
う
。
）
の
ほ
か
，
S
A
設
備
で
あ
っ
て
，
D
B
設
備
と
同
程
度
の

能
力
（
吐
出
圧
力
及
び
容
量
）
を
有
す
る
設
備
を
い
う
。

「
注
水
が
直
ち
に
で
き
な
い
」
と
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置

等
の
う
ち
即
応
性
を
有
す
る
設
備
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
こ
と

を
い
い
，
当
該
即
応
性
と
は
，
条
件
を
満
た
し
た
場
合

（
E
C
C
S
の
作
動
失
敗
等
）
に
自
動
起
動
す
る
，
又
は
原
子

炉
制
御
室
や
現
場
で
の
簡
単
な
操
作
に
よ
り
速
や
か
に
起
動
で

き
る
こ
と
で
あ
り
，
現
場
で
系
統
構
成
等
の
工
事
を
要
す
る
場

合
は
含
ま
れ
な
い
。

(※
1
)原

子
炉
の
運
転
等
の
た
め
の
施
設
が
，
核
原
料
物
質
，
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
(昭

和
3
2
年
法
律
第
1
6
6
号
。
以
下
「
規
制

法
」
と
い
う
。
)第
4
3
条
の
3
の
6
第
1
項
第
4
号
の
基
準
に
適
合
し
た
場
合
に
適
用
す

る
。
な
お
，
具
体
的
に
は
，
同
基
準
が
制
定
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
で
，
当
該
施

設
に
つ
い
て
の
同
号
の
基
準
の
制
定
又
は
変
更
に
係
る
使
用
前
検
査
(同

法
第
4
3

条
の
3
の
1
1
に
規
定
す
る
使
用
前
検
査
を
い
う
。
）
に
お
い
て
実
用
発
電
用
原
子
炉

の
設
置
，
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
5
3
年
通
商
産
業
省
令
第
7
7
号
）
第

1
6
条
の
表
第
3
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
が
終
了
し
た
場
合
に
適
用
と
な
る
。

（
同
検
査
事
項
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
は
，
当
該
項
目
は
適
用
外
と
な
る
。
）

（
訓
練
用
防
災
業
務
計
画
P.
Ⅱ
-3
1
参
照
）

判
断
フ
ロ
ー

L
O
C
A
と
判
断

③
備
考

_

P
C
V
圧
力
1
3
.7
k
P
a
②
P
C
V
圧
力

15
k
P
a

L
-1
.5

②
原
子
炉
水
位

L-
2

_

高
圧
E
C
C
S
機
能
喪
失
（
H
P
A
C
,R
C
IC
含
む
）
④
備
考

_

低
圧
E
C
C
S
機
能
喪
失
⑤
備
考

_

①
原
子
炉
の
運
転
中
：
高
温
停
止
，
起
動
，
運
転

事 業 者 解 釈

(1
)「
原
子
炉
の
運
転
中
」
と
は
，
原
子
炉
の
状
態

①
の
う
ち
，
「
運
転
」
，
「
起
動
」
及
び
「
高
温
停

止
」
を
い
う
。

(2
)「
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
」
に
は
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
で
あ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に

加
え
，
同
設
備
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
同
程
度
の

能
力
（
吐
出
圧
力
お
よ
び
容
量
）
並
び
に
即
応

性
を
有
す
る
設
備
と
し
て
，
高
圧
代
替
注
水
系

※

３
を
含
め
る
。

(3
)「
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
の
う
ち
当
該
原

子
炉
へ
高
圧
又
は
低
圧
で
注
水
す
る
も
の
の
い
ず

れ
か
に
よ
る
注
水
が
直
ち
に
で
き
な
い
」
と
は
，
非
常

用
炉
心
冷
却
系
等
の
う
ち
全
て
の
高
圧
系
又
は
全

て
の
低
圧
系
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
を
い
う
。

1

判
断
時
刻

6/
18

13
:1
5

S
E
2
1

6
号
機

記
入
例
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各機能班の力量向上計画 

本社 各機能班 

班名 主な力量向上計画 

情報班 ・EAL判断シートの記載内容（どこまで細かい内容を書くか）を関係各所と相談。 

・統括補佐の選任と役割の明確化 

計画班 ・発電所復旧戦略の把握のため、EOP等の手順をトレースする要員を新たに配置 

・事象進展に係る評価の前提条件や評価タイミングを発電所計画班と認識共有 

官庁連絡班 ・メインスピーカによる「専用発話集」に基づく発話訓練 

・聞き取り役による過去の訓練ビデオを用いた発電所発話の聞き取り訓練 

復旧班 ・発現事象，設備損壊（RPV，SFP，電源，アクセスルート等）に対応した，中

長期対応事項テンプレートの整理 

保安班 ・班内の発電所・本社間における迅速なデータ共有訓練の実施 

立地班 ・住民避難情報について，収集項目，報告タイミング等手順を文書化。新潟本部

との間で共有し，より迅速・正確な収集を実施。 

総務班 ・交通情報など他班から確実に依頼がある確認事項に関し，定型回答様式の作成 

厚生班 ・けが人発生時の情報連絡フローの明確化 

資材班 ・訓練時の振る舞いのノウハウをまとめて周知 

通信班 ・ＥＲＳＳ伝送停止時の対応フロー等を作成・教育 

支援受入調整班 ・KK 周辺や後方支援拠点から KK へ向かう主な経路（高速，一般）を詳細に示

した道路地図の整備 

後方支援拠点班 ・防災業務計画に定めた原子力事業所災害対策支援拠点が使用不可となる特殊な

ケースの依頼プロセスの明確化 

電力支援受入班 ・休日や時間外等における少人数での対応を想定した訓練を個別訓練にて実施 

広報班 ・統括・班長間でコミュニケーションに必要なツールの確認 

・2元中継での会見における情報のすり合わせ方法の検討 

 

柏崎刈羽原子力発電所 各機能班 

班名 主な力量向上計画 

計画班 ・高圧注水が停止となった際に実施する急速減圧による影響とその後の水位回復

を予測する水位評価ツールを作成 

・ホットライン専任者の運用方法等の整理 

通報班 ・通報での誤記を無くため手書きからパソコン作成にするなど改善の実施・検証 

号機班 ・EAL原災法早見表の改訂（事象毎のまとめとプレスキーピングチェック欄追加） 

・ＴＳＣ側での EAL条件Ｗチェック体制確立 

復旧班 ・復旧班 COPの検証 

・現場指令・復旧班長に対する現場実働手順の確認 

保安班 ・緊急時対策要員参集時の放射線防護装備に関する確認 

総務班 ・訓練での安否確認，負傷者，建物健全性に関する総務統括への報告手順の確認 

資材班 ・訓練時各チーム振る舞い資料作成・周知 

・資材提供協定事業者に対して電話連絡を実施し連絡体制の検証 

立地広報班 ・自治体派遣者，通報班（情報）との情報共有のあり方について検討 

添付資料４ 
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改善に向けた全体スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個々の対策のスケジュール 

 

次シート

参照 

項　目 ７月 ８月 ９月 １０月 ４月

柏崎刈羽訓練

２サイト目の訓練
による力量向上

３サイト目の訓練
による力量向上

▽10/2事業者防災訓練訓練による対策の改善

振り返り

柏崎刈羽を踏まえた対策の検討

訓練による対策の改善

振り返り

▽事業者防災訓練

柏崎刈羽を踏まえた対策の検討

訓練による対策の改善

振り返り

▽事業者防災訓練

サイトに応じた

チーム編成

サイトに応じた

チーム編成

KK熟練チーム

による評価

熟練チームに

よる評価

振り返り結果反映

振り返り結果反映

訓
練
中
長
期
計
画
へ
反
映

項　目 7月 8月 9月 10月

熟練チームの編成

熟練チームによる訓練

個々の対策

チーム編成

１回/週の頻度で狙いを決めて訓練

10/2事業者防災訓練▽

ERCとの合同訓練

▽

ERCとの合同訓練

▽

対策の検討・調整

訓練による検証

訓練による対策の改善

項目 7月 8月 9月 10月

個人の役割の設定
本社
発電所

発電所と本社のホットラインを専任として配置する。

本社
発電所

情報の流れに沿って個人の役割を設定し、責任を明
確化する。

連携を担う要員の設定 本社
官庁連絡班にERCへの説明の状況や他班との連携
を俯瞰してみることができる要員を配置する。

本社
計画情報統括のガバナンスを利かせるため、官庁連
絡班を計画情報統括傘下に配置する。

COPの改善
本社
発電所

東北、中部電力のベンチマーク結果を踏まえて戦
略・EAL判断のCOPを作成・導入する。

本社
発電所

今後の事象進展を予測するための戦術COPを新た
に作成・導入する。

発電所
発電所作成の目標設定会議COPを改善し、必要な
情報を確実に記載できるようにする。

力量の確保
本社
発電所

各班の役割を踏まえた力量を確認し、それぞれの班
で必要な教育を実施する。

知識・能力を有する要員の
追加配置

本社
ERCへ派遣するリエゾンの中に、官庁連絡班との
ホットラインとなる要員を配置する。

本社
官庁連絡班によるERC説明を補佐する要員として、
計画班からERCリエゾンを派遣する。

本社
官庁連絡班のメインスピーカを1名から2名に増員す
る。

本社
官庁連絡班の発電所の発話聞き取り要員を1名から
3名に増員する。

継続的改善
本社
発電所

熟練チームを編成する。

本社
発電所

繰り返し訓練を実施し、上記を検証し更なる改善を図
る。

本社
各機能班の要員を平常時の組織と連動させ、業績
評定の対象にできるようにする。

内容

ﾁｰﾑ編成

年内目途で要員配置の見直しを実施

必要な教育項目の確認 各班での教育の実施

COPの改善 訓練による検証・改善

COPの作成・導入 訓練による検証・改善

COPの作成・導入 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

統括の対応の検討 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

対象者決定 訓練による検証・改善

個人の役割設定 訓練による検証・改善

10/2事業者防災訓練▽

以
降
、
福
島
第
一

/
福
島
第
二
の
訓
練
に
向
け
て
継
続
的
に
改
善

１回/週の頻度で狙いを決めて訓練

添付資料５ 
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「原子力安全改革プラン進捗報告（2018 年度第 1 四半期）」について 

 

2018 年 8 月 10 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は 2013 年 3 月 29 日に「福島原子力事故の総括および原子力安全改革プラン」を     

お示しし、定期的に進捗状況を公表することとしておりますが、このたび、2018 年度     

第 1 四半期における原子力安全改革プランの進捗状況をとりまとめましたので、お知らせ

いたします。 

 

 

（配布資料） 

・ 「原子力安全改革プラン進捗報告（2018 年度第 1 四半期）」の概要 

・ 「原子力安全改革プラン進捗報告（2018 年度第 1 四半期）」 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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原子力安全改革プラン 2018年度第1四半期進捗報告の概要

第１四半期の進捗

福島第一廃炉事業の進捗状況 柏崎刈羽における安全対策の進捗状況

• 「福島原子力事故を決して忘れることなく、昨日よりも今日、今日よりも明日の安全レベルを高め、比類無き安全を創造し続ける原子力事業者になる」との決意を実現するため、原子力安全改革を推進し、世界最
高水準の発電所を目指す活動を継続中。

• 当社は、福島第二の扱いをこれ以上曖昧な状況にしておくことは、福島復興の妨げになると判断し、全号機を廃炉の方向で具体的な検討を進めていくことを6月14日に表明した。この検討にあたっては、福島第一
の廃炉とトータルで地域の安心に沿うものとしていくことが重要と考えており、今後、関係するみなさまへご説明し、ご理解、ご協力をいただいた上で決定していく。

• また、東京電力HD・新潟県合同検証委員会から、福島原子力事故に係る炉心溶融の通報・報告問題に関する検証結果報告書を受領した（5月18日）。検証結果報告書の「今後の教訓」を真摯に受けとめ、「東京
電力としての反省と誓い」として公表した対策※を踏まえて、緊急時対策要員の教育内容見直しや社内専門家の育成等を継続し、事故対応力・情報発信力の向上に取り組んでいく。

※「福島原子力事故に係る通報・報告問題に関する対策（2016年6月21日）」

事務本館から5号機緊急時対策所への移動経路として、基準津波が到達しない十分に高い敷地
（海抜12m以上）にアクセスルート（長さ約1.9km）を新設した（3月）。新設アクセスルートに
は、森林火災からの防護のため幅約20m以上の防火帯（全長1.6㎞）を設置。火災への耐性強化の
ためモルタル吹き付けとし、アスファルト舗装等による植生抑制を実施した（3月）。

３号機では、ペデスタル内部の全体像を把
握するため、2017年7月に実施した3号機格
納容器内部調査で取得した映像による3次元
復元を実施。復元により、旋回式のプラット
ホームがレール上から外れ一部が堆積物に埋
まっている状況等、構造物の相対的な位置を
視覚的に把握することが出来た。これらの結
果を装置設計に活かす等、引き続き燃料デブ
リ取り出しに向けた検討を進めていく。

2号機 原子炉建屋西側開口部

防火帯（整備前）

2号機では、1、3号機と異なり、水素爆発による原
子炉建屋の損傷を免れたことから、使用済燃料プー
ルからの燃料の取り出しに向け、オペレーティング
フロアへアクセスするための開口部を設置した（6月
21日）。今後、開口部近傍のエリアを中心に、遠隔
ロボットを使用した放射線量測定やカメラ撮影等の
調査を開始する予定。

また、３号機では、使用済燃料プールからの燃料の取
り出しに向け、燃料取扱機、クレーン、全8個のドーム屋
根の設置を完了しており、燃料取扱機の試運転を実施し
ている。

5月11日にクレーン制御盤から異音が発生し、クレーン
が停止し、制御盤内部にすすや損傷が確認された。調査
の結果、制御盤内の保護装置の電圧設定が発電所の使用
電圧と異なっていたため、回路に長時間電流が流れ、過
熱し絶縁物が変形、短絡に至ったと判明した。電圧設定
が誤っていたことや、これに先立ち2か月前から電圧設定
の誤りを起因とする不具合が発生していたにもかかわら
ず原因究明が不十分だったことについては、メーカーや
当社の品質管理上の問題があり、重要な教訓があると考
えるため、原因の深掘を進めていく。

5号機緊急時対策所の模擬訓練場所として
設置した5号機サービス建屋の模擬訓練室を
初めて活用し訓練を実施した（5月29日）。
地震を起因事象とし、6号機および7号機が被
災するシナリオにて、発電所の原子力防災要
員の参集や本部の指揮命令、情報共有、復旧
方針や優先順位の決定等が模擬訓練室におい
て適切に実施できることを確認した。

5号機サービス建屋の模擬訓練室を使用す
ることで、緊急時対策所への参集を模擬する
ことが可能となり、5号機緊急時対策所が設
置されるまで、積極的に活用していく。 左上：模擬訓練室 右下：模擬訓練室での訓練（柏崎刈羽）

３号機 格納容器内３次元復元結果

3号機 原子炉建屋オペレーティング
フロアにおける試運転

防火帯（整備完了後）

原子力規制委員会より2017年度の各発電所の訓練評価結果が公表された（7月2日）。設定さ
れた項目それぞれに対して三段階で評価されており、最良の「評価A」の取得率が、3発電所平
均56％に低下（2016年度は76％）した。「評価A」が取れなかった項目については、原子力規
制委員会との情報共有において、当社からの説明やプラント情報システムの伝送ができなく
なった場合の対応が十分で無かったことなどが指摘されている。今年度は、緊急時における発
電所～本社～原子力規制委員会間のタイムリーな状況共有が行えるよう、情報共有専任要員の
配置等の運用の改善を図っていく。
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組織全体のベクトル合わせを強化するための活動

安全意識向上のための取り組み 対話力向上のための取り組み 技術力向上のための取り組み

KPI実績

原子力安全改革プラン（マネジメント面）の進捗状況

原子力安全改革プラン マネジメント面の進捗状況

異物管理のセルフアセスメント（柏崎刈羽） 協力企業向けの新規制基準研修（柏崎刈羽）

各分野の重点課題を集中的に解決するために、セルフアセスメントを実施
する仕組みを導入した。エクセレンスとのギャップを特定し、解決するため
の取り組みとして、社外のレビューワからも良い評価を頂いている。柏崎刈
羽では、メンテナンス分野における異物管理の重点セルフアセスメントを実
施し（5月24、25日）、事例周知や異物管理の視点を取り入れた工事管理な
どの改善策を実行中。

重要課題説明会（本社）

廃炉情報誌「はいろみち」（第7号、第8号） 原子炉主任技術者試験筆記試験合格者数推移

新規制基準に関する研修として、柏崎刈羽と福島第二において「柏崎刈羽
6/7号機設置変更許可研修」を実施している。今年度からは、安全対策工事等
の法的根拠を理解して頂くために、当社社員だけでなく、40社以上の協力企
業の所長や責任者に対象を広げている。

原子力人財育成センターでは、原子炉主任技術者試験の支援として、専門
分野についての講義の開催や、希望者による各職場におけるグループ勉強会
の編成等のサポートを実施しており、合格に向けた職員の支援活動を強化し
ている。この結果、3月に実施された第60回原子炉主任技術者試験筆記試験
では8名が合格した。

ＶＲを活用したご説明

技術力
平常時： 81ポイント (目標値：110ポイント）
緊急時： 81ポイント（目標値：110ポイント）

対話力
内部： 79ポイント (目標値：80ポイント）
外部： 77ポイント（目標値：80ポイント）

安全意識
原子力リーダー：85ポイント (目標値：80ポイント）
原子力部門全体：73ポイント（目標値：80ポイント）

原子力安全監視室長のクロフツ氏が原子力安全監視最高責任者の常務執行
役を退任し、今後はアドバイザーとして原子力安全の支援を継続する。監視
室は、クロフツ室長の指導により築き上げた安全への情熱、価値観、方法論
を継承し監視業務を継続する。

福島第一の廃炉情報誌「はいろみち」は当初は10,000部程度の配布だった
が、ご了解を頂けた福島第一の周辺市町村に全戸配布させていただくなど配
布先を順次拡大。4月10日に第7号（34,000部）、6月10日に第8号（40,000
部）を配布し、「地元目線に立った資料だ」などの声をいただいている。

柏崎刈羽原子力発電所を直接視察できない方々にも発電所の安全対策をわ
かりやすくお伝えするためのＶＲ(Virtual Reality)ソフトと装置をリニューア
ル。ＣＧや360度映像、アニメーションなどを取り入れた映像や、発電所の
安全対策の全体像の紹介などのコンテンツを追加。利用いただいた方々から
は「発電所を実際に見学したくなった」や「臨場感が伝わる」など好評をい
ただいている。

今年度の業務計画に対する職員の理解と関与を強化すべく、業務計画の中でも特に注力すべき重要課題の説明会を実施した（6月8日）。説明会は、TV会議を利用して本社、
各発電所および新潟本部合同で開催し、本部長、発電所長をはじめとする各原子力リーダーが、原子力部門を取り巻く事業環境やマネジメントモデルを踏まえた重要課題と、
その課題に対する自組織の取り組みを職員に対して直接説明、意見交換を行った。

2015年4月からマネジメントモデルの機能分野ごとにCFAM（Corporate Functional Area Manager：機能分野ごとに世界最高水準を目指す活動の本社側リーダー）とSFAM
（Site Functional Area Manager：CFAMに対する発電所側のリーダー）を設置し、海外のエクセレンスの把握、解決すべき課題の抽出、改善策の立案、実施といった活動を
行っている。現場の実態を観察して課題を正確に把握するマネジメントオブザベーション（MO）については、2017年度からUSエキスパートの指導を受け技術を習得した管
理職が実施してきたが、メンテナンス分野では2018年度からこのMOの技術を管理職から下位職の社員にコーチングすることを開始した。これまでに福島第二と柏崎刈羽で81
回のコーチングを実施し、改善の技術が社内の各層に展開しつつある。

また、WANO など第三者レビューで、CFAMを中心とした改善状況などについて、今後の改善に資する貴重な提言を頂いている。今後も自己満足に陥ることのないよう、
外部の提言を積極的に取り入れ、CFAMが旗振り役となり更なる技術の向上に取り組んでいく。

• 原子力安全改革プランに基づき、原子力部門が持つ構造的な問題を助長した、いわゆる“負の連鎖”を断ち切るための6つの対策に加え、2016年度に実施した自己評価の結果、さらなる改善が必
要と判断した、ガバナンスの強化・内部コミュニケーションの充実に取り組んでいる。

• ガバナンス強化の取り組みとして、原子力・立地本部では、世界最高水準の安全な組織となるために、職員全員が、安全意識、対話力、技術力の向上などについて共通の理解を持って業務と
その改善に取り組むよりどころとなる文書である「マネジメントモデル」を策定した（2017年6月）。2018年度は、このマネジメントモデルに基づいた業務計画を策定し、エクセレンスを目
指した活動を進めている。

• また、自社のみならず原子力産業全体の安全性の向上にも貢献するために、既存のWANO(World Association of Nuclear Operators：世界原子力発電事業者協会）や原子力安全推進協会などに
加え、事業者、メーカー、既存団体が連携して原子力の自主的安全性向上に取り組む「原子力エネルギー協議会」(Atomic Energy Association: 略称ATENA(アテナ))設立に当たり会員として参
画(2018年7月より)。原子力安全を高めることを目的にした社外の取り組みにも積極的に参画して行く。

原子力安全監視室から所長への監視結果報告
（柏崎刈羽）

2018年度のKPIは、安全改革の進捗が反映されるように、新たに関連するPI（5項目）の追加等を実施（2017年度第4四半期進捗報告）するとともに、目標値を2017年度よりも10ポイント上げて監視し、
年度末の目標達成を目指す。
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コミュニケーション活動の報告と改善事項について
（8月活動報告）

平成30年9月5日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社
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改善事項
柏崎市･刈羽村で実施している全戸訪問における

「再訪問のご希望を伺う」返信ハガキの改善について

想定される
ご不安・ご懸念
（いただいた声）

訪問期間を知らされても具体的な訪問日時が分からないし、家にいるとは
限らない。こちらの都合にあわせて訪問してほしい

訪問希望日などを、わざわざ電話やメールで連絡するのは手間がかかる

検討した点
工夫した点

返信ハガキに「再訪問のご希望日程を確認する項目」を設定し、
希望日だけではなく、訪問時間帯も指定できるように改善

「再訪問を希望しない方」についても、ハガキにてご連絡いただける
ようにした
※ご意見については、従前どおり、ハガキの中にご意見記入欄を設けて、
お聞かせいただける

具体的な活動 今年度の全戸訪問において、ご不在時にはポスト等に資料と併せて投函

■改善事項

■返信ハガキほか配布資料

返信ハガキ【今回】 ※ご挨拶状ほかの
資料を同封し配布

返信ハガキ【昨年】
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＜当社ＨＰより抜粋＞

福島第一原子力発電所の汚染水について

（実効線量：1ｍSv/年未満）

http://www.tepco.co.jp/decommission/visual/

answer/waterprocessing/index-j.html

1



2



- 2 -

汚染水対策 [TOPICS]4

方針1 汚染源を取り除く

タンクの処理済水について

現在、タンクに貯蔵している多核種除去設備等処理水は、汚染水に含ま

れる放射性物質（トリチウムを除く）の大部分について、十分低い濃度

になるまで取り除いた状態となっています。

例えば、セシウム137の場合、建屋滞留水が多核種除去設備出口までの

処理過程において、放射能濃度を約1億分の1に低減しています。

多核種除去設備が汚染水処理設備の処理済水に含まれる放射性核種(トリ

チウムを除く)を「告示濃度限度※1」を下回る濃度まで低減できる性能を

有していることは、これまでの試験で確認しています。

現在、多核種除去設備については、汚染水貯留時のリスクや線量を早期

に低減するため、敷地境界における実効線量1mSv/年※2に影響を与えな

い範囲で、運転を実施しています。

多核種除去設備の運転について

※1:

※2：

『東京電力株式会社福島第一原子力原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関し
て必要な事項を定める告示』に定める周辺監視区域外の水中の濃度限度

『特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力発電所に対して求め
る措置を講ずべき事項について』において、施設内に保管されている発災以降発生した
瓦礫や汚染水等による敷地境界における実効線量（施設全体からの放射性物質の追加的
放出を含む実効線量の評価値）を1mSv/年未満とすることが求められています

2018.9.3 （福島県）廃炉安全確保県民会議
（資料１ P.22）

3



（参考）地下水・雨水・建屋滞留水等の汚染水・処理水などの水質の違い

くみ上げ

揚水井

サブドレン

地下水ドレン

地下水位
原子炉建屋

海側遮水壁

陸側遮水壁
陸側遮水壁

地下水バイパス

水ガラス
地盤改良

ウェルポイント

トレンチ

くみ上げ
セシウム・

ストロンチウム除去
淡水化

タービン建屋 くみ上げ

サブドレン
くみ上げ

福島第一にある様々な「水」について、主な種類ごとに放射性物質濃度の違いをまとめました。

海水面

敷地舗装

多核種除去設備等

タンクタンクタンク ⑤

①

⑧ ⑦

③②④

⑨

福島第一の主な水の種類
濃度のイメージ (濃さの程度）ﾍﾞｸﾚﾙ／ﾘｯﾄﾙ

どのような水なのか
セシウム134 セシウム137 全ベータ線核種 トリチウム

①建屋滞留水 数１０万～
数100万

数100万～
数1,000万

数100万～
数1,000万

～数100万 燃料によって汚染された冷却水と、建屋に流入した地下水が混じり合った水

タンク ②濃縮塩水 ～数万 ～数万 ～数億 ～数100万 建屋滞留水からセシウム除去装置によってセシウムを除去した水（津波・海
水注入による塩分を含む）

③ストロンチウム処理水等 ～数1,000 ～数1,000 ～数100万 ～数100万 濃縮塩水からストロンチウム除去装置によりストロンチウムを除去した水

④多核種除去設備（ALPS）等処理水
（代表）

～数10 ～数10 ～数100 ～数100万 濃縮塩水やストロンチウム処理水から多核種除去設備によりトリチウムを除
く殆どの放射性物質を除去した水

地下水 ⑤地下水バイパス 0.01以下 0.01以下 1以下 数100 建屋に流入する地下水を減らすため、敷地の山側からくみ上げた地下水

⑥サブドレン 処理前 ND～数100 ND～数1,000 ND～数1,000 ND～数1,000 建屋に流入する地下水を減らすため、建屋近傍からくみ上げた地下水
（「ND」は、検出限界未満を示す。）

処理後 ND ND ND 1,500未満を確認

⑦地下水ドレン 処理前 ND～数10 ND～数100 数10～数1,000 数100～数1,000 海側遮水壁によって堰き止められた地下水を海側遮水壁の陸側からくみ上げ
た水（「ND」は、検出限界未満を示す。）

処理後 ND ND ND 1,500未満を確認

⑧ウェルポイント水 ～数100 ～数1,000 ～数100万 ～数100万 発災当時に流出した汚染水の影響により現在も汚染レベルの高い地下水（流
出防止対策を講じポンプにより建屋に回収中）

雨水 ⑨排水路水（K排水路） ～数100 ～数100 ～数1,000 ～数100 敷地内に降った雨水やしみ出す地下水を排水するために設けられた排水路を
流れている水

（参考）告示濃度限度 60 90 30
ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ90

6万 （意味合い）核種ごとに告示濃度の水を毎日約２リットル飲み続けた場合、
年間被ばく量が約１ミリシーベルトとなる

⑥⑥

雨

2015年5月27日 処理完了

2017年3月 １号T/B除去完了

－１９－

雨
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 ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 ５ 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

委員ご質問への回答 

 

＜高桑委員＞ 

Ｑ１．６号機人工岩盤（マンメイドロック）について 

６月の定例会で、６、７号機建屋直下に設置されている人工岩盤について質問しましたが７月

の定例会では、７号機についてのみの回答でした。 

６号機について８月の定例会で回答いただくようお願いしましたが、質問内容に対し不十分

な回答しかいただけませんでした。改めて６号機人工岩盤について質問します。 

 

① ７号機では、原子炉建屋・コントロール建屋全体が人工岩盤で支えられていました。６号機 

  について８月定例会で示された平面図・断面図では、人工岩盤が建屋全体でないことしかわ 

 かりません。７号機で示していただいた断面図（７月定例会の）と同じ書き方の断面図と地 

質断面図を示してください。 

Ａ． 

○ 6号機の下は、基礎岩盤の状況を把握する調査坑と V2断層の調査坑の掘削跡をマンメイドロ 

ックで置き換えた状態になっています。 

○ 7月の定例会で示した断面図は、基礎地盤安定性検討におけるモデルを示したもので、7号機 

の建屋周りのマンメイドロックの置き換え状態がわかりやすいと考え説明に用いました。 

○ 6号機においては、①7号機と比較してマンメイドロックで置き換えた範囲が小さいこと 

②マンメイドロックは西山層と同様かそれ以上の変形特性や強度特性を有していることから、 

解析モデル上は西山層（と同様）としております。 

○ なお、これまでの検討において、マンメイドロックの有無が評価に影響しないことを確認して 

います。 
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解析断面図 

 

 

地質断面図（6号炉東西） 
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② 建屋全体ではなく部分的人工岩盤にした理由は何ですか。 

Ａ．  

○ 原子炉建屋を設置する前には、建屋の計画位置に試掘坑というトンネルを掘って断層や地盤性 

状を確認します。原子炉建屋を設置するにあたっては、掘削された試掘坑の部分を埋める必要 

があるため、基礎岩盤の西山層と同様の物性になるよう調整した人工岩盤で当該部分を埋め戻 

しています。また、断層に囲まれた土塊など不安定になる可能性のある部分についても掘削除 

去し、同様に人工岩盤で置き換えています。 

○ 西山層は原子炉建屋を支持する能力として十分な性能を持っていることから、西山層と人工岩 

盤で埋め戻した部分あわせて平坦な基礎面を形成させています。 

 

③ 人口岩盤の厚さについて、厚いところで 5.5ｍとの回答でしたが、何ｍ～5.5ｍなのですか。 

Ａ．  

○ 次の④のご質問の回答として、平成 21年 10月 7日に、中越沖地震時の 6号機の建屋の地震 

時の揺れについて検討し、地域の会定例会にてご説明した資料を添付しています（P.17～19）。 

○ この資料の 2頁に、6号機下のマンメイドロックの状態をご覧いただける断面図を示しており 

ます。マンメイドロックで置き換えた範囲は、断面ごとに変化しており、厚さは 0m～約 5.5m 

です。 
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④ 中越沖地震の際、６号機は他の号機に比べ上下方向の揺れが最も大きく、スロッシングによ 

り使用済み燃料プールから放射性物質を含む水が溢れ、海へ放出され、建屋天井クレーン走 

行伝導用継手部が破損しました。部分的人口岩盤の場合、地震の揺れ等で不都合が起きない 

のですか。 

Ａ． 

○ 中越沖地震後に、6号機の建屋の揺れに及ぼすマンメイドロックの影響について検討した資料 

を添付します（P.17～19）。マンメイドロックに置き換えた範囲を 3段階（大きい～小さい）に 

変化させて揺れの様子を比較しましたが、その影響はわずかであることが分かります。 
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Ｑ２．サブドレン設備について 

地下水くみ上げ量は福島第一原発の４倍程と聞いています。また、中越沖地震後に地下水くみ

上げ量が急増したとも聞いています。 

 

① 現在の地下水くみ上げ量は一日当たりどれくらいですか。中越沖地震以前の地下水くみ上げ 

量との違いはありますか。 

Ａ． 

○ サブドレンのくみ上げ量は以下のとおりとなっています。 

○ 平成 23年度から平成 27年度のくみ上げ量は、約 2,600～3,300m3／日です。 

○ また、中越沖地震前の平成 18年度のくみ上げ量は、約 4,000m3／日であり、年度毎に変動はあ 

るものの、大きな違いはないものと考えています。 

○ なお、新潟県中越沖地震の発生した平成 19年度は 5,400m3／日と地震前よりもくみ上げ量が 

増えました。これは、中越沖地震と関連があると考えています。しかし、平成 20年度以降は地 

震前の状態に戻っており、安全上問題となるものではないと考えております。 

 

サブドレンのくみ上げ水量（年度毎、㎥/日） 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

3,978 5,365 4,210 3,374 3,319 3,186 3,297 3,110 2,739 2,607 
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② 大湊側のサブドレン設備の設置場所は何か所でどこですか。 

Ａ． 

○ 大湊側のサブドレン設備の設置場所は、原子炉建屋、タービン建屋、コントロール建屋、廃棄 

物処理建屋の周囲を囲う形で、建屋の四隅に集水ピットを配置しています。6/7号機各建屋の 

サブドレン設備の設置箇所数は、以下のとおりです。 

 

集水ピット 合計 15カ所  

7号機原子炉建屋 ：5カ所 

7号機タービン建屋：3カ所 

6号機原子炉建屋 ：4カ所 

6号機タービン建屋：3カ所 

 

 

 

③ サブドレン設備の耐震性はどのように検討されているのですか。地震による液状化の影響に 

ついてはどうですか。 

Ａ． 

○ サブドレン設備は、一般建築物と同等の耐震性を有する設計となっております。 

○ サブドレン設備周辺では、サブドレンによって地下水位を岩盤まで下げており、地下水で飽和 

された状態（砂層中の空隙が水で満たされた状態）ではないため、地震による液状化が生じにく 

い状態となっており、液状化の影響を考慮する必要はないと考えています。 
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④ 故障等でサブドレン設備が機能しなくなった場合、どのように対応するのですか。 

Ａ． 

○ サブドレン設備は、各排水ピット間を集水管で連結しているため、故障等が発生した場合でも 

他の集水ピットで排水が可能です。 

○ なお、壊れた場合は、排水に支障がなくても、できるだけ速やかに修理して復旧することとし 

ています。 
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＜宮崎委員＞ 

Ｑ１．中越地震の余震で 7号機のタービンが自動停止したことについて 

3月 7日、第 177回地域の会で、2004年 11月 4日、中越地震の余震で 7号機のタービン 

が自動停止したことについて質問をしました。回答は私の理解の浅いことを気づかせて 

もらいました。また質問します。 

 

（１）回答に「タービン軸は、軸毎に 2つの軸受けで支えられている」とありました。タービン 

ごとに軸があるということを知りました。高圧タービン１、低圧タービン３、発電機１が 

一直線に並んで軸を絶対水平にしているわけですが、これらを乗せる台はどのように 

なっていますか。 

① 形状 ② 材質（相当重い物を支える、振動に耐える材質とは） 

③ 寸法 ④ 交換はあるか 

Ａ． 

① 形状 

○ タービン･発電機は専用の基礎上に設置されています。タービン･発電機の基礎は、タービン 

  建屋と構造的に一体である床面より立ち上げた柱や梁によって構成されており、床面以外は 

タービン建屋と分離した構造物です。 

○ また、ロータ（回転軸）を支える軸受はタービン（高圧･低圧×3基）と発電機の各ロータ両 

端に設置され、タービン･発電機と同様にタービン･発電機の基礎上に据え付けられています。 

 

② 材質（相当重い物を支える、振動に耐える材質とは） 

○ タービン･発電機の基礎は、鉄筋コンクリート造りで、重量は 16,500tであり、それを支持 

する床面も厚さ 2.8mの鉄筋コンクリート造りです。 

○ また、軸受の主な材質は炭素鋼になります。 
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③ 寸法 

○ タービン･発電機の基礎は、高さ 25.5m、長さ約 69.7m、幅約 16.3mの大きさで、これを支持 

する床面は、厚さが 2.8mあり、2.0m～2.8mのタービン建屋とは構造的に一体です。 

○ また、軸受の寸法は、内輪内径 762mm、外輪外形 1,651mmです。 

 

④ 交換はあるか 

○ 軸受を交換した実績はありません。 

 

（２）建屋がわずか傾いても、タービン軸の水平を調整していると思いますが、重くていくつも 

あるタービンを、どうやって水平に調整するのですか。 

① 各タービン、発電機の各重量、寸法  

② 各タービン、発電機の総重量 

③ 各重量軸受けは台に固定されていると思いますが、水平調整はどこでするのですか。 

④ 1つは水平でも、次のタービンと高さが違うとか、複数の軸を一つの軸にするには大変 

だと思います。微妙な調整はどのようにしていますか。 

⑤ 建屋の変動はいつ起こるかわかりません。いつ起こってもいいように調整していると思 

いますが、調整は自動化され常時対応できる仕組みですか。 

Ａ． 

① 各タービン、発電機の各重量、寸法 

○ 高圧タービンロータ     全長：約 12.22m  重量：約 77t 

○ 低圧タービン（C）ロータ   全長：約 12.26m  重量：約 207t 

○ 発電機ロータ        全長：約 17.24m  重量：約 207t 
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② 各タービン、発電機の総重量 

○ タービン･発電機の基礎に積載される機器重量は 4,150t 

 

③ 各重量軸受けは台に固定されていると思いますが、水平調整はどこでするのですか。 

○ タービン･発電機の分解点検では、組立時のセンターリング調整で隣り合うロータ端部の継 

ぎ手が規定値内（5/100mm以内）になるよう軸受位置をシム（※）の厚さで調整しています。 

   ※軸受位置を調整するために差し込むステンレス製の薄板 

 

④ 1つは水平でも、次のタービンと高さが違うとか、複数の軸を一つの軸にするには大変だと思 

います。微妙な調整はどのようにしていますか。 

○ 軸受と全く同じ数値でロータ継ぎ手は変化しないことから、継ぎ手位置の変化を想定したう 

えで、軸受位置の調整を実施しています。 

 

⑤ 建屋の変動はいつ起こるかわかりません。いつ起こってもいいように調整していると思いま 

すが、調整は自動化され常時対応できる仕組みですか。 

○ タービン･発電機の軸受は、内輪と外輪で構成されています。内輪･外輪は球面で接しており、 

振動等ロータの動きに追従する自動調心機能があります。 
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（３）7号機の自動停止は「タービンスラスト軸受摩耗トリップ信号」が発生したからだ。軸方 

向の軸受けの摩耗が起きたので止まった。この説明で、軸が地震により軸方向(水平方向） 

に強く動いたと理解してよいでしょうか。建屋が軸方向に傾斜したと考えてよいですか。 

Ａ． 

○ タービン･発電機ロータは、軸方向の移動量をスラスト軸受近傍に設置されているセンサーで 

計測・監視しています。７号機の「タービンスラスト軸受摩耗トリップ信号」は、地震動によ 

りロータが許容値以上に移動したため発生したものと推定しています。 

なお、当時は地震計等がついていなかったことから地震時の傾斜等は把握できておりません 

が、長期的な建物の傾斜については、水準測量にて問題ないことを確認しています。 

 

（４）「問題となるような地盤沈下はない」と回答をもらいましたが、中越沖地震の時、各号機 

建屋が不均等に沈んだと報告をもらっています。原子炉建屋とタービン建屋が異なる方向 

に傾いた→の図も貰いました。東電はその後も「知見拡充４項目」を上げ、その１つに「建 

屋の変動に関する検討」として継続観測をしていると思います。 

① 観測結果を各号機建屋ごと、四隅の変動をすべて教えてください。 

② 2015年～2018年までの建屋ごとに傾きを示す→の図を公開してください。 

Ａ． 

○ 建屋変動の観測結果の資料につきまして、随時、当社ホームページで公開しております。 

http://www.tepco.co.jp/kk-np/safety/earthquake/building/index-j.html 

① 各号機建屋ごとの四隅の変動、および ② 2015年～2017年（第 15回～第 20回）の建屋ご 

とに傾きを示す→の図については、添付の資料のとおりとなります（P.20～25）。 
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Ｑ２．大物搬入口の地下地盤について 

8月 1日、第 182回で回答してもらいました。Q3.大物搬入口の地下地盤についてお聞き 

します。大物搬入口の地下地盤概要図では、液状化層は砂層、非液状化層は古安田層と西 

山層と説明してもらいました。しかし、第 181回マンメイドロック断面図によりますと建 

屋周辺は「埋立土」で、断面図の縮尺をもとに「埋立土」の範囲を見ると建屋から 21m、地 

下も深さ 21m西山層に達するまで埋められています。砂層や古安田層はありません。7号炉 

建屋周囲に同じように、「埋立土」で埋められていると考えられます。第 142回審査会合資 

料「液状化のおそれがある基礎構造物の平面図」から大物搬入口建屋の長さ 26m×幅 6.5ｍ 

と推定しました。とすると大物搬入口建屋のほとんどが「埋立土」の上に建っていること 

になります。砂層、古安田層、西山層はほんの一部です。中越沖地震の後、被災状態を視 

察させてもらいましたが、建屋周辺が液状化で沈下しているところが沢山ありました。大 

物搬入口建屋が沈まなかったのは「場所打ちコンクリート杭」のおかげだとよくわかりま 

した。この度、液状化対策として高耐震化杭と地盤の硬化工事の必要性がわかりました。 

 

（１）正しい「埋立土」の範囲を教えてください。 

Ａ． 

○ 7号機原子炉建屋周囲における「埋戻土」により施工された範囲を次頁図に示します。 

大物搬入建屋は（7号機）原子炉建屋東側に位置しており、第 181回定例会にてお示しした図 

は大物搬入建屋を含まない位置の断面図となっております。大物搬入建屋位置での埋戻土施工 

範囲は原子炉建屋外壁面より約 2mの範囲に限定され、大物搬入建屋は、ほぼ現地盤、すなわ 

ち、砂層、古安田層、西山層上部に杭基礎を介して設置しております。 
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図 原子炉建屋周囲埋戻土施工範囲 

（第 181回資料に加筆） 

 

 

（２）「埋立土」は液状化層にあたると思いますが、耐震化対策はどのように行いますか。 

Ａ． 

○ 大物搬入建屋下部については、回答１および、第 182回定例会でお示しした通り、液状化層に 

対しては地盤改良を行ったうえで杭基礎にて大物搬入建屋を支持する計画です。 

 

 

A 
7号機原子炉建屋 

 

大
物
搬
入
建
屋 

埋戻土施工範囲 

※ プラント設計上の北の方向 

ＰＮ ※ 

約2m 

181回資料で示した 

MMR断面位置 

7号機タービン建屋 
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（３）大物搬入口建屋を建て替え、堅固な建屋にするといいますが、重量を教えてください。 

「場所打ちコンクリート杭」の大きさ（直径、長さ）、また強度を教えてください。 

Ａ． 

○ 既設の大物搬入建屋の概要重量、場所打ちコンクリート杭の大きさ及び強度は、以下のとおり 

です。 

＜大物搬入建屋＞ 

 上部重量：約 2,000t 

＜場所打ちコンクリート杭＞ 

  断面：3,800×1,000mm（長円形断面） 

  長さ：約 30m 

  本数：8本 

  コンクリート強度：設計基準強度 300kg/cm2 
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（４）強度を聞くのは、防潮壁を支える杭は、地下が液状化した場合、津波に耐えられないと聞 

きました。「防潮壁の杭」の直径が 1.2m,長さ 20～50m,1本に 25t(？)の圧がかかっていて 

も耐えられなかった。「防潮壁の杭」と比較して教えてください。 

Ａ． 

○ 「防潮壁」とご質問にありますが、これまでご説明してきた 1～4号機側の「防潮堤」との関 

係についてのご質問と受けとめ回答します。 

○ 防潮堤の杭は、鋼管杭で直径 1.2m、厚さ 25mmのものです。 

防潮堤の鋼管杭は、勢いをもって来襲する津波の波力に耐える構造を基本として、更に基準地 

震動 Ssに対して変位は生じるものの、壊れない設計としてきました。しかし、液状化の発生 

を安全側に考慮すると、もともと設計で考えていたものよりも増大する側方土圧に対して杭と 

防潮堤本体との接続境界など力が集中する部位で局部座屈する評価になったものです。 

○ 一方、大物搬入口は、防潮堤のような津波の波力に対して設計してきたものではなく、その杭 

に対して期待する性能は、不等沈下の防止及び地震時において建物を支持するためのものでし 

た。今回は新規制基準に従って定めた Ssに対して上部の建物部分も併せて機能維持できるよ 

う地盤の対策、杭の強化、建物の強化を行うもので、その詳細は現在検討中です。 

○ 鋼管杭と場所打ちコンクリート杭との比較については、そもそも設計で考慮する外力が異なる 

ことや、杭に期待する性能がことなることからうまい比較ができませんが、杭基礎は、それぞ 

れの構造物に対して必要な性能を発揮できるように設計することとなります。 
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（５）大物搬入口建屋が管理区域となっていることを知りました。核燃料等の出入りに使われ 

ると思いますが、どうして放射能汚染する「管理区域」になるのですか。 

Ａ． 

○ 管理区域とは、「放射線による無用な被ばくの防止」と「放射性物質による汚染の拡大防 

止」を図る為に管理を必要とする区域です。 

○ 管理区域は、「汚染のおそれのない管理区域」と「汚染のおそれのある管理区域」の 2区分 

に分けて設定をしており、管理区域に設定されているエリア全てが放射性物質によって汚染 

している区域ではありません。 

○ 当該大物搬入建屋は、燃料の搬入･搬出の他、管理区域内設備機器や管理区域作業にて使用し 

た汚染の可能性のある資機材についても出入りするエリアであることから「汚染のおそれの 

ある管理区域」として管理しています。 

○ なお、当該大物搬入建屋への放射性物質による汚染は、これまで発生していません。  
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